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ABSTRACT 
 
New marine and non-marine bivalve evidence in the Lower Cretaceous of SW and 
Central Japan substantially modifies the accepted views on paleo-environments and 
paleogeography of the South and East Asian continental margins. 
Hitherto, the specifically different Early Cretaceous bivalve assemblages of the 
Monobegawa and Nankai groups, except for some cosmopolitan taxa, was taken for 
North Tethyan and Tethyan influences, respectively (Tashiro, 1994). As explanations for 
their present juxtaposition, two theories prevailed, that of sinistral transform motion 
(Tashiro 1985b) and that of boreal and equatorial marine currents, substantiated by 
Barremian ammonite distribution (Matsukawa & Eto, 1987).  
Recently, collections from Kochi and Tokushima in Shikoku (Kozai, 2003, 2005) 
and Sanchu in central Honshu (Terabe, 2006), have shown transitions between these 
Monobegawa and Nankai faunal types. In East Shikoku, these are part of the molassic 
covers of the intermediary Masaki, Yoshigahira and Sakashu belts of the Chichibu 
Super-belt (Ishida and Kozai, 2003), yielding a total of eleven Early Cretaceous bivalve 
assemblages.  
Non marine bivalves: The Hauterivian-Barremian non-marine bivalve assemblage in 
the Monobegawa Group (Masaki belt) suggests a more continental origin than for the 
Takegatani Group (Sakashu belt). The evidence of mixed faunas in central Shikoku 
shows that transitions between different environments are essentially salinity-controlled.  
Marine bivalves: The Barremian marine bivalves encompass two assemblages, the 
distribution of which within the same basin is facially controlled. One is the Nanonavis 
yokoyamai Assemblage (Ny), supposedly “North Tethyan”, found in a clastic shore-face 
to shelf facies. The other is the Rutitrigonia yeharai Assemblage (Ry), supposedly 
“Tethyan“, mainly found in a lower shore-face interval of calcareous sandstone, with 
coral and nereid tubes. While the Ny Assemblage shows a wider shore-face to shelf 
distribution, the more restricted Ry Assemblage indicates a facial variation within the 
same basin. Also, in the Kochi and Sanchu areas, strata yielding the Ny Assemblage 
underlay those containing the Ry Assemblage, while in the Tokushima area, it are strata 
with the Ry Assemblage that underlay strata yielding the Ny Assemblage. Such varying 
patterns of appearance suggest water-temperature and depth control. Similar Early 
Cretaceous marine bivalves occur in Japan and Tibet.  
Brackish bivalves: Among brackish water bivalves, common to Japan, northeast 
China, Taiwan and Tibet, Costocyrena and Pulsidis occur in northeast China and Tibet 
and Isodomella in Japan and Tibet. These three genera occur exclusively in South and 
East Asia.  
Consequently, evidence of mixed Early Cretaceous non-marine and marine faunas in 
SW and Central Japan shows mainly salinity controlled environmental transitions, while 
the exchange of bivalve faunas along the margins of the Early Cretaceous Asian 
continent reflects the unity of this paleogeographic realm.         
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1１ はじめに－本邦白亜紀前期二枚貝動物群の研究史－
本邦の白亜紀前期二枚貝類は，Yokoyama（1890）によって山中地域か
ら，また NaumannandNeumayr(1890)によって徳島地方から記載されて
以来，Yabeetal.(1926)，Nagao(1934)，Amano(1957),Hayami(1965a,
1965b,1966)，TashiroandKozai(1984,1986,1988,1989,1991,1994)
らによって研究がなされてきた．また非海生二枚貝類に関しては
Suzuki(1941),KobayashiandSuzuki（1936,1939），Kobayashi(1956),
Hase（1960），Ota(Ohta)(1959a,1959b,1960,1964,1973,1974,1975,
1982），Hayami(1965b),田村（1981,990），Kozai(1986, 87，1989)
等によって研究されてきた．二枚貝動物群集について本格的な議論がな
されたのが，中野（1965），速水（1965c）等の研究である．中野（1965）
は白亜紀のトリゴニア類について，高知世～有田世に特徴的な属と宮古
世及びギリヤーク世に特徴的な属があることを明らかにした．速水
（1965c）は，白亜紀前期の二枚貝類について，ジュラ紀から白亜紀最
前期の二枚貝類とオーテリビアン期以降の二枚貝類では著しく種組成
が異なることから，白亜紀前期の二枚貝類を有田・宮古型と名付けた．
また，宮古層群から産する二枚貝類はイギリスの LowerG eensand(ア
プチアン階)と共通する要素が非常に多いことを指摘し，アプチアン期
には，LowerGreensand型の二枚貝類がテチス海域に広く分布していた
と考えた．さらに，宮古層群の二枚貝類は，層相の類似する古地中海周
辺部に発達するウルゴン相の二枚貝類より，ヨーロッパのアプチアン階
から産出する二枚貝類との類似性が高いとした．
Hayami(1966)は,白亜紀前期の二枚貝類を時代区分と共に高知世，有
田世，宮古世の二枚貝フォーナに区分した．有田世海生二枚貝類の 50
種中約 30種は宮古世までレンジが延びるが，高知世汽水生二枚貝類は
宮古世にまでレンジが延び，海生種よりレンジが長いことを指摘した．
また，宮古世から約 140 種の二枚貝類が記載され，多くの種が宮古世か
ら出現するようにみるが，有田世の二枚貝は宮古世の二枚貝より記載さ
2れた種が少なく，見かけ上宮古世から出現する種が多数あっても，それ
が各種のレンジを決定できるわけではないとした．
松川（1979）は山中地域において非海生二枚貝類を検討し，白井層と瀬
林層から産出するそれらの間で種組成が異なることから，それぞれ白井
型軟体動物化石群集，瀬林型軟体動物化石群集と名付け，下部白亜系の
非海成層の対比に有効であるとした．
田代（1985a）は，白亜紀前期二枚貝類を領石型汽水生二枚貝群集他
12の動物群集に区分した．また，二枚貝群集はバレミアン期とアプチ
アン期の間に大きな変化があり，これは古生物群の新旧交代を示してい
るとした．また，アプチアン期の日比原下部型群集と萩野型群集は数種
（Gervilliaforbesiana,Pinnarobinaldina,Gervillariaharad e）
を除いて，種組成が大きく異なることを指摘した．この同時期で異なる
二枚貝群集が存在する要因に関して言及したのは，田代の横ずれ運動に
よる解釈（1985b，1994）及び，松川の南北二方向からの海流による解
釈（松川・江藤，1987；松川・恒岡，1993)がある．
田代(1985b)は，杉田構造線を境に，北側に分布する地層を物部川層
群，南側に分布する地層を南海層群とし，南海層群萩野層からは
Cucullaeaや Scabrotrigoniaが特徴的に産出することから，南海層群
は物部川層群より南方で形成され，左横ずれ断層によって現在の位置に
配置したと考えた．また，日比原下部型群集の生息環境は太平洋に面し
た沿岸性の環境で，萩野型群集の生息環境は有明海のような遠浅の砂泥
が推定されるとした．オーテリビアン期～バレミアン期の二枚貝群集に
関しては南海層群の模式地からは二枚貝類が産出しないため，物部川層
群物部層及び羽ノ浦層と大分県南海層群(?)溜水層の二枚貝類を対比
し，溜水層の二枚貝には熱帯，亜熱帯系のものが含まれるとした．田代
（1994）は，秩父帯から産する二枚貝類について総括し，さらにその総
括に基づき，下部白亜系の二枚貝類を物部川層群に代表される二枚貝群
集をテチス型動物群，南海層群に代表される二枚貝群集をテチス北方型
動物群と命名した．
一方，松川・江藤(1987)は，徳島県勝浦川盆地の下部白亜系につい
3て層序と堆積環境を検討する中で，海成層であるバレミアン階羽ノ浦層
下部では，テチス要素のアンモナイト（Barremites，Pulchellia等）
が産し，上部からはボレアル要素のアンモナイト（Shasticrioce as，
Crioceratites等）が産することを報告した．これらから，羽ノ浦層下
部と上部は異なる２種類の水塊の影響を受けて堆積したと解釈した．つ
まり下部層堆積時には赤道からの海流の影響を受け，上部層堆積時には
北方からの影響を受けたとした．また，和歌山県の有田層中・上部層や，
山中地域の石堂層下部からも同様の産出が確認され，テチス要素とボレ
アル要素が共存して産出することはないとした（松川・恒岡，1993）．
さらに，南海層群に帰属するとしたバレミアン階狸谷層には，萩野層や
神母ノ木層と共通のものが含まれ，これらの二枚貝類が温暖な海域を示
すという田代（1985b）の考えに基づき，物部川層群の南側に位置する
狸谷層は南からの海流の影響を受けたと解釈した．これらの解釈から物
部川層群ではバレミアン期に北方と南方の２方向の海流の影響を受け
ていたのに対し，南海層群は南方からの海流のみの影響を受けていたと
した．これら田代，松川の解釈は，ともに白亜紀前期二枚貝化石群集が
２つのタイプに明確に区分されることを前提として議論がなされてい
る．
最近，２つのタイプに区分された二枚貝化石群集が混在して産出する
ことが徐々に明らかになってきた．近藤ほか（1999）は，高知市鴻ノ森
南方の下部白亜系海成層でテチス型，テチス北方型動物群が混在して産
することを報告し，香西・石田（2003）は高知市一宮の下部白亜系非海
成層から両者の混在を報告した．また，寺部（2006），寺部・松岡（2007）
は山中地域の下部白亜系では石堂層から瀬林層にかけてテチス北方型
からテチス型へと漸移的に変化することを明らかにした．
これらは，白亜紀前期の二枚貝群集の成立要因を再検討する必要性を
示す．そのため，本研究では，物部川層群，南海層群の模式地である四
国の地帯帰属及び層序と産出化石を明らかにし，二枚貝化石群集の時空
的変遷からアジア大陸東縁における白亜紀前期二枚貝群集の古生物地
理の復元を試みる．
4２ 四国における秩父累帯の地帯区分と下部白亜系
（１）地質概要
四国は，中央構造線以南，北から三波川帯と御荷鉾帯で構成されるプ
レート沈み込みによる高圧型変成岩類の上昇地帯である三波川帯，ペル
ム紀，三畳紀，ジュラ紀付加体，白亜紀初期付加体，黒瀬川構造帯構成
岩類及び陸棚堆積相からなる秩父累帯，白亜紀付加体，古第三紀付加体
と陸棚堆積相からなる四万十累帯が分布する（石田，2002）．秩父累帯
白亜系陸棚堆積層は愛媛県三瓶町から高知県梼原－東津野，越知－佐川，
高知，領石-物部を経て，徳島県勝浦川盆地まで断続的に細長く分布す
る（ Fig.1）．  
Fig.1.  Study area and distribution of the Lower Cretaceous non-marine 
and shallow marine deposits  in Shikoku.  
（２）地帯区分と下部白亜系
四国に分布する秩父累帯は北から，三畳紀後期ないしジュラ紀前期か
5ら中期の付加体からなる秩父帯，ペルム紀付加体及び黒瀬川構造帯構成
岩類と陸棚堆積相からなる黒瀬川帯，ジュラ紀から白亜紀前期付加体と
陸棚堆積相からなる三宝山帯に区分されている（四国地方土木地質図，
1998）．白亜系陸棚堆積相が広く分布する黒瀬川帯は，北部ではペルム
紀付加体を下部白亜系陸棚堆積相が不整合で覆うのに対して，南部では
ペルム紀末～ジュラ紀の陸棚堆積相を伴い（Ishida,1999)，北部と南
部の間には，下部白亜系堆積後の構造運動で形成された吉ヶ平ユニット
が存在することが明らかにされている（石田・香西，2001）．これらに
基づいて，
か み に ろ う
上韮生川-
あ く い
鮎喰川断層以東の四国東部地域では，広義の秩父
累帯は北から南へ，雲早山帯，正木帯，吉ヶ平帯，坂州帯，那賀川帯の
５帯に区分され，広義の黒瀬川帯は正木帯，吉ヶ平帯，坂州帯の３帯に
区分された（石田・香西，203）．下部白亜系陸棚相は雲早山帯を除く
４帯に分布するが，那賀川帯の下部白亜系は露頭条件が悪く，産出化石
も少ない．そのため，本研究では正木帯，吉ヶ平帯，坂州帯の下部白亜
系及びそこから産する二枚貝類を基に議論する（Fig.２）．
① 正木帯
正木帯は，ペルム紀付加体の八重地層群と白亜紀前期の陸棚堆積相
（物部川層群）及び白亜紀後期棚堆積相（外和泉層群）からなる．下部
白亜系は波長数 10mから数 kmオーダーの褶曲を繰り返し，北縁部では
向斜北翼の逆転もみられる．北限は雲早山帯と，府殿断層で境される．
【下部白亜系物部川層群】
Yehara（1923）によって西南日本の白亜系は領石－鳥巣統，物部川統，
宮古統，幾春別統に区分された．その後，Yehara(1924)は，領石統を鳥
巣統から区分した．小林（1932）は，鳥巣統，領石統，物部川統の関係
を岩相及び産出化石から検討し，鳥巣統はジュラ紀後半の海成層，物部
川統は白亜紀前半の海成層で，領石統は両統間の海退相を示し，上下統
との関係は場所によって異なるとした．小林・井尻（1936）は高知県領
石地域の白亜系を検討し，領石統が古生層を不整合に覆うことを明らか
にした．Matsumot(1953)は，下部白亜系を領石層群及び下部物部川亜
6層群，上部物部川亜層群に区分した．領石層群は南国市領石付近を模式
地として，上部物部川亜層群は下位の領石層群を非整合で覆い，火成岩
礫が多く含まれることが特徴とされる．TashiroandKozai（1984)は，
それまで区分されていた領石層群，下部物部川亜層群，上部物部川亜層
群を一括し，物部川層群とした．
② 吉ヶ平帯
吉ヶ平帯は，下部白亜系堆積以後に形成された構造ユニットであり，
断片化したシルル-デボン系の黒瀬川構造帯構成岩類（黒瀬川構造帯レ
ンズ状部），ペルム紀後期付加体，三畳紀末付加体，ジュラ紀前期付加
体，ジュラ紀中期付加体，ならびに下部白亜系陸棚堆積相の南海層群か
ら構成される．これらの地層は蛇紋岩を伴う破砕帯に伴われて構造的な
レンズ状岩体として分布，あるいは混在しており，本来の層序関係は乱
されていることがある．北限は正木帯と
しょく
喰
た
田構造線で境され，坂州帯
とは東尾スラストで画される．
【南海層群】
TashiroandKozai（1984)は，物部川流域の物部川層群について杉田
構造線を境に，北帯と南帯に区分した．その後，田代(1985)は，北帯の
下部白亜系を物部川層群，南帯の下部白亜系を高知県香美市土佐山田町
～香北町美良布及び徳島県勝浦郡勝浦町中伊豆を模式地として，南海層
群と命名した．また，田代（1993）は，南海層群を三宝山帯に帰属させ
たが，香西・石田（2000）は南海層群の両側にペルム紀付加体が分布す
ることから，南海層群は黒瀬川帯に帰属するとした．
③ 坂州帯
坂州帯には，シルル-デボン系の黒瀬川構造帯構成岩類，ペルム紀付
加体ならびに，ペルム紀末，三畳紀中・後期，ジュラ紀の陸棚堆積相な
らびに白亜紀前期の陸棚堆積相である竹ヶ谷層群で構成される．北限は
吉ヶ平帯と東尾スラスト，南限は那賀川帯と十二社スラストで画される．
【竹ヶ谷層群】
7Ishida(1999)は，ペルム紀付加体を基本とする黒瀬川帯では中生代
陸棚堆積相の層序構成が北部と南部で異なることに基づき，黒瀬川帯北
部の物部川層群に対して，黒瀬川帯南部でジュラ系－最下部白亜系棚堆
積相を不整合で覆う下部白亜系陸棚堆積相を，那賀郡那賀町竹ヶ谷を模
式地として竹ヶ谷層群と命名した．
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9３ 層序と地質年代
四国における秩父累帯下部白亜系の層序は，物部川層群を除いて，必
ずしも一致した見解となっていない．本章では，各分布域における下部
白亜系について，正木帯，吉ヶ平帯，坂州帯への帰属を行い，層序，地
質年代，産出化石について述べる．
3-1徳島地域
本地域の白亜系からは，古くから化石が多産することが知られ，
Naumann andNeumayr(1890） に よ る 非 海 生 二 枚 貝 の 記 載 ，
Yokoyama(189)によるトリゴニアの記載など，日本における先駆的な古
生物学的研究がなされてきた．岩相層序に関しては，Yabe(1927)，
Shimizu(1931)により立川礫岩，羽ノ浦頁岩，持井砂岩など特徴的な岩
相が明らかにされ，それらから産出するアンモナイトに基づいて年代の
議論がなされた．これらの先駆的研究に基づいて，Matsumoto(1953)は
本地域の下部白亜系を領石層群，物部川層群として整理した．田代
（1985）は，物部川層群を物部川層群と南海層群の２層群に区分したが，
本地域の南海層群の分布地域には，付加コンプレックスが複雑に分布し
ていることが明らかになり，正木帯，吉ヶ平帯，坂州帯に区分されてい
る（石田・香西，2001，2003）．
3-1-1正木帯物部川層群
本地域の物部川層群は，海進－海退を繰り返す汽水～浅海の堆積物で
構成され，立川，羽ノ浦，上勝，傍示，藤川の５層に区別される（Fig.3,4）．
チャート礫に含まれる放散虫を用いた後背地解析によって，物部川層群
のチャート礫は，雲早山帯相当のジュラ紀付加体の削剥により，大陸側
からもたらされたことが明らかにされている（Ishida,1999；石田・橋
本，1997）．
10
Fi
g.
3.
G
eo
lo
gi
ca
l
ou
tl
in
e
m
ap
of
th
e
L
ow
er
C
re
ta
ce
ou
s
of
th
e
K
at
su
ur
a
ar
ea
in
T
ok
us
hi
m
a.
11
Fi
g.
4.
G
eo
lo
gi
ca
l
ou
tl
in
e
m
ap
of
th
e
L
ow
er
C
re
ta
ce
ou
s
in
th
e
ea
st
pa
rt
of
T
ok
us
hi
m
a
(m
od
if
ie
d
af
te
r
Is
hi
da
et
al
.,
19
96
).
12
(1)立川層（TatsukawaFormation）
【模式地】
Yehara（1924）の立川礫岩に由来し，Matsumoto(1953)によって命名
され，その後，平山ほか（1956）により，徳島県勝浦郡勝浦町立川谷を
模式地として再定義された．
【層厚】約 40ｍ
【岩相と産出化石】
立川層は，下位の八重地層群（ペルム系）を傾斜不整合に覆い，赤紫
色礫岩に始まり，砂岩，泥岩で構成される下部層と，砂岩，チャート礫
を多量に含む礫岩，石灰質泥岩，有機物に富む黒色泥岩，含石灰岩礫礫
岩，凝灰岩の薄層を挟在する黒色泥岩で構成される上部層に区分される．
下部層の赤紫色礫岩は，緑色岩類，蛇紋岩，砂岩，チャート礫からなる．
礫は淘汰が悪く，亜円礫から角礫まで混在する．基質は緑色岩及び蛇紋
岩起源の砕屑物から成り，林道に沿った新しい露頭でも，赤紫色に変色
していることがある．下部層の砂岩は粗粒～中粒で，植物片や Hayamina
naumanni，Costocyrenaotsukaiなどの二枚貝類を含む．上部層の礫岩
はチャート礫主体で茶色に風化する．チャート礫は，長径数 cm以下の
円礫からなり，淘汰も良い．最上部付近の含石灰岩礫礫岩には，フズリ
ナを含む石灰岩が含まれる．石灰質砂岩は黒色を呈し，Hayamina
naumanni，Costocyrenaobsoleta,Protocardiabukiiなどの汽水生
二枚貝類を産する（Table1）． Hayaminanaumanniは合弁状態で水管
部を層理面に垂直に向けて産する例もみられるなど，自生群集としての
特徴を示していることもある．上勝町柳谷の砂質泥岩層は Hayamina
naumanniの模式標本の産出地点とされている（NaumannandNeumayr,
1890;HayamiandNakai，1965）．炭質物に富む泥岩からは淡水生二
枚貝の Trigonioidestetoriensisや，陸生恐竜イグアノドンの歯が発
見されている（田代・奥平，1993；両角ほか，1995）．植物化石は下部
層，上部層の砂岩及び泥岩から産出する．
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【分布】
徳島県勝浦郡上勝町信義峠から徳島県阿南市羽ノ浦町内手まで広く
分布し，羽ノ浦町付近では，層厚 100m～200ｍと模式地より薄くなる．
【地質年代】
立川層の年代は，上位の羽ノ浦層から推定してバレミアン期もしくは
オーテリビアン期と考えられる．
(2)羽ノ浦層(HanouraFormation)
【模式地】
羽ノ浦層の名称は，Yabe（1927）の羽ノ浦頁岩（HanouraShale）に
由来し，Matsumoto(1953)によって命名された．その後，平山ほか（1956）
が徳島県阿南市羽ノ浦町明見－向山間を模式地として再定義した．羽ノ
浦層は，四国東部の勝浦川盆地と羽ノ浦丘陵に分布し，立川層の上位に
連続する海進時の堆積物と考えられてきた．しかし，微化石による堆積
年代により，従来の羽ノ浦層は，年代の異なる 2つの堆積サイクルにま
たがることが明らかとなった（石田・橋本，1991a，b）．また上下二つ
の海成層の間には，汽水成層が挟在することも明らかとなった（橋本ほ
か，191a；石田ほか，192）．これに基づき，下半部のバレミアン期
のサイクルを下部羽ノ浦層，上半部のアプチアン期のサイクルを上部羽
ノ浦層とした．本論では，石田ほか（1992）の下部羽ノ浦層を羽ノ浦層
とする．
【層厚】層厚約 260m
【岩相と産出化石】
本層は，その岩相から下部層，上部層に区分できる．下部層は立川層
最上部の黒色泥岩，砂岩を軽微な浸食面をもって覆う礫岩から始まる．
礫岩はチャートの円礫を主体とし，石灰岩礫は含まず，立川層最上部の
含石灰岩礫礫岩とは明確に区別できる．礫岩の上位は砂岩，砂質泥岩も
しくは石灰質砂岩，泥岩，砂岩泥岩互層からなる．上部層はチャート円
礫を含む礫岩もしくは砂岩に始まり，最上部は黒色泥岩である．この泥
岩は，Yabe(1927)により羽ノ浦頁岩と呼ばれたものである．
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勝 浦 町 広 安 付 近 (Fig.5)で は ， 下 部 層 の 石 灰 質 砂 岩 か ら ，
Pterotrigoniapocilliformis， Neitheaatava，Cucullaeaobliquata，
Pterinellashinoharaiなどの二枚貝やアンモナイトの Pulchelliasp.
cf.P.ishidoensis，ウミシダ，群体サンゴなどの化石が産出する（Table
２）．この石灰質砂岩は，ハンモック状斜交層理が発達する細粒砂岩な
いし極細粒砂岩である．この石灰質砂岩は，側方への層相変化が著しく，
羽ノ浦町羽ノ浦では，層厚 10ｍに及ぶ石灰岩体をなす．この石灰岩は
灰褐色を呈し，有機成分に富むいわゆる鳥巣式石灰岩で，石灰藻や大型
有孔虫の Orbitolinashikokuensisを産することでも有名である（Yabe
andHanzawa，1926）．上勝町月ヶ谷付近の下部層最上部の砂岩泥岩互
層からは，Shasticriocerasnipponicum， Hsmulinites?sp.の産出が
報告されている（石田・橋本，1991c）．
上 部 層 の 礫 岩 か ら は Astartesubsencta， Nipponitrigonia
sakamotoensisを産し，砂岩からは Pterotrigon apocilliformis，
Nanonavisyokoyam i， Ptychomyahayamii， Astartesubsenecta，
Gervilliaforbesianaなどが産する．最上部の泥質砂岩，泥岩からは
Nanonavisyokoyamai, Plicatulakiensi， Yabeashinanoensis，
Parvamussium kimurai な ど の 他 ， Shasticrioerasnipponicum，
Crioceratitesa iaticum,Pulchellia sp.cf.P.ishidoensisなど
のアンモナイトが産し，Archaeodictyomitrapseudoscalaris群集に属
する放散虫化石も報告され，勝浦町棚野ダム周辺では，Shasticrioceras
nipponicum，Crioceratitesasiaticum,Pseudohaplocerasjaponicum,
Heteroceras(H.)sp.aff.H astieriの産出が報告されている （石
田ほか，196）．さらに，勝浦町立川谷中小屋からは，Shasticrioceras
nipponicum,Crioceratitesasiaticumの産出が報告されている（松川・
江藤，1987）．
勝浦郡上勝町日浦周辺では，立川層最上部のチャート礫岩層の上位に
層厚 150mで黒色の泥岩ならびに礫岩を挟在する砂岩層が発達する(Fig.
6)．本層からは Costocyrenaadiatostriata，Tetoriasanchuensisを
中心とした汽水生二枚貝類が産する．この汽水成層は日浦相として区別
16
され，産出化石から物部川流域の柚ノ木層に対比されている（石田ほか，
1992）．
【分布】徳島県勝浦郡上勝町八重地から徳島県阿南市羽ノ浦町宮倉まで
まで広く分布し，石灰岩は阿南市羽ノ浦町山分～上山路に分布する．
【地質年代】バレミアン前期～後期
下部層から産する Shasticriocerasnipponicum,Hsmulinites?sp.は
バレミアン前期～中期を示し，上部層から産する Shasticrioceras
nipponicum，Crioceratitesaiaticum,Pseudohaplocerasjaponicum
の他に Heteroceras(H.)sp.af.H.Astieriも産することから，上
部層の地質年代はバレミアン後期に及ぶ可能性が高いとされている（石
田・橋本，191c）．また，松川・江藤（1987）は Shasticriocerasnipponicum,
Crioceratitesa iaticumなどの産出から，本層をバレミアン階下部～
中部に対比している．
17
Fig. 5.  Route map with fossil  localit ies along the Katsuura-gawa and 
Tatsukawa-gawa in the Katsuura area.  For legend, see Fig.7. 
18
Table  2.  List of the bivalve fossils  from the Hanoura Formation. 
19
20
Fig. 6.  Route map with fossil localit ies along the Hiura route in the 
Katsuura area. 
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(3)上勝層(KamikatsuFormation)
【模式地】徳島県勝浦郡上勝町月ケ谷～柳谷間の林道（石田ほか，1992）．
石田ほか（1992）により羽ノ浦層（平山ほか，1956）の第二サイクルで
ある上部羽ノ浦層を上勝層とする．
【層厚】約 270m．
【岩相と産出化石】
本層はその岩相から下部層，上部層に区分できる．下部層はチャート
円礫を含む礫岩及び含礫砂岩層で始まり，砂質泥岩層を挟在する砂岩勝
ち砂岩泥岩互層，上部層は石英斑岩や流紋岩の円礫が多数含まれる含礫
砂岩，砂岩泥岩細互層，泥質岩層からなる．
下部層の砂質泥岩層は植物片を多く伴い， Costocyrenaminor，
Tetoriasp.などの汽水生二枚貝類が産出する(Table3)．また，上部
層の砂岩には Pterotrigoniapocilliformisが散在し，泥岩からは
Cheloniceras（ C. ） sp.,Cheloniceras（ Epicheloniceras） p.,
Acanthohoplitessp.,Tropaeumsp.と放散虫の Stichomitracommunis
群集が報告されている（石田ほか，1992）．
Table  3.  List of the bivalve fossils  from the Kamikatsu 
Formation. 
【分布】模式地の徳島県勝浦郡上勝町柳谷から阿南市羽ノ浦町山分に分
布する(Fig.7)．
【地質年代】アプチアン前期～アプチアン後期の前期
22
上部層は Cheloniceras（C.）sp.，Cheloniceras（Epicheloniceras）
sp.の産出からアプチアン階下部の上部からアプチアン階上部の下部に
対比される．下部の汽水成層は上部層の地質年代から，アプチアン期前
期の可能性が高い．  
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(4)傍示層(HojiFormation)
【模式地】傍示層は Matsumoto(1953)によって命名され，その後，平山
ほか（1956）により徳島県勝浦郡上勝町傍示付近を模式地として再定義
された．
【層厚】約 550m
【岩相と産出化石】
下部は礫岩に始まり，植物化石を伴う砂岩・泥岩，上部はトラフ型斜
交層理が発達した中～粗粒砂岩で構成される．上部の砂岩は，
Pterotrigoniapocilliformis，Nipponitrigoniasakamotoensisが密
集するトリゴニア砂岩で特徴づけられる．トリゴニア砂岩からは，トリ
ゴニア類の他に，Monobearcacuculloides,Glycymerismatsumotoi，
Gervillari haradae，Granocardiumbrevis，Goshoraiaminorなどの
海生二枚貝類が産出する(Table4)．
Table  4.  List of the bivalve fossils  from the Hoji  Formation. 
【分布】徳島県勝浦郡上勝町八重地から徳島県阿南市羽ノ浦町山分まで
分布し，羽ノ浦町周辺では層厚約 50m と薄くなる．
【地質年代】アプチアン後期～アルビアン前期？
本層からは時代決定に有効なアンモナイトは産出していないが，下位の
月ヶ谷層の上部がアプチアン階上部の下部に対比されていることから，
本層の下限はアプチアン階上部，上部はアルビアン階に及ぶ可能性があ
る．
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(5)藤川層(FujikawaFormation)
【 模 式 地 】 本 層 は ， Yehara（ 1924） に よ る 藤 川 頁 岩 に 由 来 し ，
Matsumoto(1953)によって命名され，その後，平山ほか（1956）により
徳島県勝浦郡上勝町藤川周辺を模式地として再定義された．
【層厚】約 50m
【岩相と産出化石】
黒色泥岩及び砂岩泥岩互層からなる．グルーブキャストもよくみられ，
砂岩部には級化構造，泥岩部には平行葉理がみられ，タービダイトの特
徴を示す．傍示層の砂岩上に，急激な岩相変化をもって累重する．北縁
部では，準片岩化した先白亜系を本層の礫岩が不整合に覆う．
黒色泥岩からは，Desmocerasdaw onish kokuense，Hypophylloceras
yeharai，Mortoniceras sp．などのアンモナイト，泥岩中に伴う石灰
質ノジュールからは Pseudodictyomi rapentacolaensis群集に属する
放散虫化石が報告されている（石田ほか，1996）．そのほかに，Martinella
sp.aff.M.cantabrigiensisの報告もある（NakaindMatsumoto,1968;
前田ほか,1987）．
【分布】模式地の勝浦郡上勝町藤川から阿南市羽ノ浦町宮倉周辺まで分
布する．上勝町藤川北東 2kmの山腹では，準片岩化した先白亜系を不整
合に覆う．
【地質年代】Albian期
本 層 の 泥 岩 か ら 産 出 す る Desmocerasdawsonishikouense，
Ostlingocerassp.はアルビアン階上部を示すとされる（前田ほか，
1987）．
3-1-2 吉ヶ平帯南海層群
田代・松田（1985）は，徳島県勝浦川流域南方の下部白亜系を調査し，
船谷層が菖蒲層，神母ノ木層が狸谷層，萩野層が中伊豆層に対比され，
それぞれ順序よく一連の層序の中に出現するとした．また，北側の白亜
系物部川層群とは，岩相，堆積サイクルが異なるとした．その後，田代
25
（1993）は，それぞれの岩相が，漸移する関係にあるとみなして独立の
地層名を廃し，これらを萩野層の名称で一括し，従来の地層に対しては
部層名を与えた．しかし，香西・石田（2000）は，南海層群の模式地で
ある高知県物部川流域を調査から，物部川層群との堆積サイクルの類似
性を指摘し，南海層群を従来通り区分できるとした．
本地域の南海層群は，下位より中谷層（新称），猪奥谷層（新称），
吉ヶ平層，杉地層に区分される．
(1)中谷層(NakataniFormation)（新称）
【模式地】徳島県那賀郡那賀町竹ヶ谷中谷沿い．
【層厚】約 10m．
【岩相と産出化石】
南縁は断層でジュラ紀付加体と接する．本層は細粒砂岩及び砂岩泥岩
互層からなり，上部は猪奥谷層に整合で覆われる．細粒砂岩(Loc.36409)
か ら は ， Hayaminasp. Aguilerella nagatoensis， Tetoria
yoshimoensis，Eomiodonnipponicusなどの汽水生二枚貝類が産出する．
【分布】那賀郡那賀町菖蒲北方から那賀町竹ヶ谷北方にかけて分布する．
【地質年代】時代決定に有効なアンモナイト，放散虫化石は未検出であ
る．産出する二枚貝類は，坂州帯の菖蒲層と共通することから，本層は
菖蒲層に対比され，地質年代はオーテリビアン期からバレミアン期と考
えられる．
(2)猪奥谷層（Inookudani Formation）（新称）
【模式地】徳島県那賀郡那賀町竹ヶ谷猪奥谷沿い．
【層厚】約 20m．
【岩相と産出化石】
下位は中谷層を整合で覆い，上部は吉ヶ平層に整合で覆われる．本層
は石灰質細粒砂岩に始まり，砂質泥岩，砂岩泥岩互層と累重する．
細 粒 砂 岩 (Loc.36408)か ら は ， Pterotrigoniapocilliformis，
Plicatulatakahashii，Panopeanagaoiなどの海生二枚貝類が産出す
る．
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【分布】那賀郡那賀町菖蒲北方から那賀町内山北方にかけて分布する．
【地質年代】時代決定に有効なアンモナイトや放散虫化石は未検出であ
る．産出する二枚貝類は，羽ノ浦層，萩野層と共通することから，本層
の地質年代はバレミアン期もしくはアプチアン期と考えられる．
(3)吉ヶ平層(YoshigahiraFormation)
【模式地】石田・香西（2003）によって，徳島県勝浦郡上勝町吉ヶ平か
ら杉地を模式地として命名された．
【層厚】約 330ｍ．
【岩相と産出化石】
下部は礫岩及び砂岩で構成され，チャート礫を特徴的に含む．中部は
砂岩，上部は砂岩泥岩互層及び泥岩で構成され，杉地層に整合で覆われ
る．下部の砂岩には植物片が多く含まれる．中部の砂岩は石灰質で，ゴ
カイの棲管である Terebellinakochiensisが密集し，Gervillaria
harade，Pterinellashinoharai，Isognomonichikawai，Ctenoides
subrap，Neitheaatava，Rutitrigoniayehari,Xenocarditaamanoi，
Plectomyaaritagawana，Ptychomyadensicostataなどの海生二枚貝類
を産出する(Table5)．上部の砂岩泥岩互層からは，アンモナイトの
Crioceratites(Paracrioceras?)sp.を産出する．
【分布】那賀郡那賀町竜峠付近から勝浦郡勝浦町吉ヶ平付近に分布する．
【地質年代】バレミアン期
Crioceratites(Paracrioceras?)sp.の産出から，本層はバレミアン
階に対比される．
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Table  5.  List of the bivalve fossils  from the Yoshigahira Formation. 
(3)杉地層(SugichiFormation)
【模式地】石田・香西（2003）によって，勝浦町吉ヶ平林道を模式地と
して命名された．
【層厚】約 250ｍ．
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【岩相と産出化石】
本層基底部は，円磨度の良い石英斑岩や流紋岩礫で特徴付けられる礫
岩もしくは礫をラグ状に含む石灰質砂岩に始まり，泥岩を挟在する砂岩，
泥質砂岩，砂岩泥岩互層，泥岩が累重する．基底部の礫岩は，非常に淘
汰が悪く，側方への連続性に乏しい．石灰質砂岩からは，Isocyprina
igenokiensis，Pterotrigoniamoriana，Placnopsisaptiana，
Granocardiumcorpulentumなどの二枚貝類が産出する．また泥質細粒
砂岩からは，Brachidontesigenokiensis，Plicatulatak hashii，
Granocardiummulticostataなどの二枚貝類が産出する．砂岩に挟在す
る泥岩から，希に Eomiodonsp.aff.E sakawanus,Pulsidissp.な
どの汽水生二枚貝類が産出する(Table6)．砂岩及び泥質砂岩からは，
Cheloniceras（C.）sp.が産出する．
【分布】那賀郡那賀町竜峠付近から勝浦町中伊豆から上勝町杉地付近に
分布する．
【地質年代】アプチアン期～アルビアン期
砂岩及び泥質砂岩から産する Cheloniceras（C.） p.はアプチアン
階下部の上部を示すことから，砂岩は Aptian階に対比される．上部の
泥岩からは，時代決定に有効な化石を得ていないので上限は不明である
が，その層厚から推測して，アルビアン階にいたるものと思われる．
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3-1-3坂州帯竹ヶ谷層群
本地域の竹ヶ谷層群は，下位から菖蒲層，紅葉川層，内山層に区分さ
れる．
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(1)菖蒲層(ShobuFormation)
【模式地】菖蒲層は，KobayashiandIwaya(1941)によって，栗坂層
の被覆層として命名され，その後平山ほか（1956）により，那賀郡那賀
町菖蒲を模式地として再定義された．その後，田代・松田（1985）は模
式地を露頭条件の良い那賀郡那賀町竹ヶ谷に変更した．
【層厚】約 40ｍ
【岩相と産出化石】
那賀町菖蒲では，下位のジュラ系栗坂層を不整合に覆う礫岩に始まり，
砂岩，泥岩と累重する．礫岩は円磨度が良く斑状組織をもつ酸性火成岩
類を主とし，下位の層準では 30cmを超える巨礫もみられる．砂岩は暗
灰色細粒～中粒砂岩が主体で，植物片を含むことがある．泥岩の多くは
帯緑色泥岩である．本層最上部は砂岩と砂質泥岩がおおまかに互層し，
紅葉川層の最下部砂岩に覆われる．
本層基底部の礫岩中に挟在する泥岩からは Angulobrachicasp.，
Tricolcapsaplicarum，Tricolocapssp.，Sethocapsasp.，
Williriedellumsp.等，ジュラ系からの再堆積であると考えられる放散
虫化石が報告されている（香西ほか，2001）．砂岩からは合弁の Hayamina
carinataが多産し，少数ながら Aguilerellasp.も産出する．また，最
上部の砂質泥岩からは Isodomellamatsumotoi，Eom odonniponicus，
Hayaminacarinataなどの汽水生二枚貝の他，破片化したアンモナイト
も産出する(Table7,Fig.9)．
Table  7.  List of the bivalve fossils  from the Shobu Formation. 
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【分布】那賀郡那賀町菖蒲から那賀郡那賀町美杉峠付近にかけて分布す
る．
【地質年代】上位の紅葉川層の地質年代がバレミアン期であることから，
本層の地質年代はオーテリビアン期と考えられ，上部ではバレミアン期
の可能性がある．
(2)紅葉川層 MomijigawaFormation)
【模式地】林道臼ヶ谷－杉地線の竹ヶ谷南方を模式地として石田・香西
（2003）によって命名された．
【層厚】約 10ｍ
【岩相と産出化石】
本層は菖蒲層に整合で重なり，下部は細粒～中粒砂岩，上部はタービ
ダイト相の砂岩泥岩互層である．上部の砂岩泥岩互層中のシルト質泥岩
から Archaeodictyomitraapiarium，Archeodictyomitrapseudoscalaris，
Parvicingulaboesii， Pseudodictyomitracf.carpatica ，
Pseudodictyomitra leptoconica， Thanarlaconica， Thanarla
pulchraなどの放散虫化石が報告されている（須鎗・石田，1985）．勝
浦町狸谷の黒色泥岩（Locs.3014-35,3014-36,3014-38）からは，
Nuculopsis ishidoensis， Parvamussiumkimurai， Astarte sp.，
Nanonavissp.，Pinnasp.などの二枚貝を希に産出し，Pterotrigonia
kawaguchiensisの 産 出 も 報 告 さ れ て い る (TashiroandHashimoto,
1994)．
【分布】那賀郡那賀町菖蒲から勝浦郡勝浦町狸谷にかけて分布する．
【地質年代】バレミアン期
砂 岩 泥 岩 互 層 か ら 産 出 す る 放 散 虫 群 集 は Archaeodictyomitra
pseudoscalaris群集に属することから本層の地質時代はバレミアン期
であるとされる（石田・橋本，1991c)．
34
(3)内山層(UchiyamaFormation)
【模式地】那賀郡那賀町竹ヶ谷周辺を模式地として，石田・香西（2003）
によって命名された．
【層厚】約 380ｍ
【岩相と産出化石】
本層は紅葉川層に整合で重なり，粗粒岩相の下部層と細粒岩相の上部
層に区分される．下部層は砂岩ないし含礫砂岩，暗灰色砂質泥岩，上部
層は泥岩ないし砂岩泥岩互層からなる．那賀町内山や勝浦町狸谷の石灰
質砂岩からは(Locs.36406,3 407,36414,3014-32)，Neitheasyriaca
amanoi，Pterotrigoniamoriana，Xenocarditaamanoiや Cheloniceras
（C.） sp.が産出し，勝浦町狸谷からは，Cheloniceras（C.） sp.
cf.C.proteusの産出が報告されている（松川・江藤，1987）．暗灰
色 砂 質 泥 岩 （ Locs.36405,36410,3014-33） か ら は ， Mesosaccella
choshiensis， Granocardiummulticostata， Leptoslenamabil s，
Mesomilthajaponicaなどの二枚貝類が産出する (Table8)．
【分布】本層は那賀郡那賀町竹ヶ谷から勝浦町狸谷周辺に分布する．
【地質年代】アプチアン期～アルビアン期
下部から産出する Cheloniceras （C.）sp.はアプチアン階下部の上
部を示すことから，本層下部はアプチアン階に対比され，上部はアルビ
アン階に対比される可能性がある．
35
Table  8.  List of the bivalve fossils  from the Uchiyama Formation. 
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3-2領石-物部地域
白亜系分布域の北側には，ペルム紀付加体の白木谷層群（Suyari,
1961）が分布し，南国市領石から香美市土佐山田町鄕入では白亜系が傾
斜不整合で覆い，それ以北では御在所山スラストによって両者が接する．
秩父帯の南側は，
か み に ろ う
上韮生川断層で四万十帯と接する（伊熊，1980）（Fig.
10）．
杉田構造線以南の白亜系は，最初，ジュラ系鳥ノ巣層群とみなされた
が（Yehara:1926，小林・井尻:1936など），平田（1940）は，香北町
萩野から産出する二枚貝類により白亜系とした．その後，甲藤・須鎗
（1956)は，
す い た
杉田構造線以南の白亜系を船谷層，萩野層と命名し，杉田
構造線以北の白亜系と区別した．Tashiroand Kozai（1984)は，杉田
構造線を境に，北側を物部川層群北帯，南側を物部川層群南帯と区分し
た．その後田代（1985)は，岩相及びフォーナの違いから構造線以北の
白亜系のみを物部川層群とし，南側の白亜系を南海層群と新称した．さ
らに，田代・川村(1995)は，南海層群を三宝山層群の上位に重なる地層
として位置づけ，三宝山帯に含めたが，香西・石田（2000）は，南海層
群の南側にペルム系が存在することを明らかにし，南海層群は黒瀬川帯
と密接に関係するとした．さらに，南海層群の最下部層として美良布層
が位置づけられていたが（森野ほか，1989），美良布層は南海層群とは
断層で画され，ジュラ紀後期から白亜紀最初期の地質年代を示すことか
ら，徳島県の坂州層群に対比された（香西ほか，2004）．南海層群は北
側の正木帯と南側の坂州帯の間に分布し，断層で境されていることから，
南海層群は吉ヶ平帯に対比される．
3-2-1正木帯物部川層群
物部川層群は物部川の流路とほぼ一致する方向に向斜軸をもち，下位
から領石層，物部層，柚ノ木層，日比原層の４層に区分され,多数の二
枚貝化石が産出する（Fig.10,11）．
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(1)領石層(RyosekiFormation)
【模式地】高知県南国市八京．Yehara（1923）以来，領石統の名称が使
用されてきたが，領石層は石崎（1960）によって赤紫色岩相をもって特
徴付けられる地層として命名された．
【層厚】約７００ｍ
【岩相と産出化石】本層は下位のペルム系を傾斜不整合で覆う．下部は
赤紫色に風化し泥岩を挟在する礫岩で特徴づけられる．上部の泥岩は希
に赤紫色を呈するが，礫岩は茶色に風化する．礫は古期堆積岩類が最も
多く，酸性～中性火成岩類はほとんどなく，石灰岩や蛇紋岩礫は全く含
まれていない（宮本，1980）．
【分布】本層は南国市領石付近から香美市柚ノ木北方まで分布する．北
翼が広く分布し，南翼は分布域の西半部にのみ分布する．上部の砂岩及
び泥岩からは植物化石や Hayaminaumanniや Tetoriasanchuensis
などの汽水生二枚貝類が産出する（Table9）．
【地質年代】上位の物部層の地質年代から，本層はオーテリビアン階で，
バレミアン階に及ぶ可能性もある．
Table  9.  List of the bivalve fossils  from the Ryoseki Formation. 
(2)物部層(MonbeFormation)
【模式地】高知県香美市香北町柚ノ木．田中ほか（1984）により命名さ
れた．
【層厚】約 350ｍ
【岩相と産出化石】本層は上方細粒化を示す砂岩，有機物に富む砂質泥
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岩及び泥岩で構成される．南国市奥ミノ谷には自生を示す六射サンゴに
富む石灰岩体がある．泥岩及び砂岩からは Nanonavisyokoyamai，
Barbatiahaymii，Astartesubsenecta，Goniomyahayamiiなど多数
の二枚貝類や大型植物化石（松尾・香西，1982）を産出する．また砂質
泥岩からは Pseudothurmanniasp.cf.P.hanouraensis,Barremites
sp.,Uhligiasp.,Uhligellasp.,Paracriocerassp.,Shasticriocers
sp.cf.S.nipponicus,Paracriocerassp.などのアンモナイト類が産
出する(Table10)．
【分布】本層は領石層を整合に覆い，南国市領石から香美市物部町笹ま
で分布する．
【地質年代】バレミアン前期
産出する Pseudothurmanniasp.cf.P.hanouraensis,Shasticriocers
sp.cf.S.nipponicusから，本層はバレミアン階下部に対比されてい
る（田中ほか，1984）．
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Table 10. List  of the bivalve fossils  from the Monobe Formation. 
(3)柚ノ木層(YunokiFormation)
【模式地】藤田（1943）により香美市香北町柚ノ木を模式地として命名
された．その後，甲藤・須槍（1956）は藤田（1943）が柚ノ木層下部と
した赤紫色礫岩層を領石層群とし，その上位に重なる砂岩，泥岩層を柚
ノ木層として再定義した．
【層厚】約 50ｍ
【岩相と産出化石】
本層は礫岩，含礫砂岩からなる下部層，細粒砂岩と中粒砂岩の互層か
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らなる中部層，礫岩，砂質泥岩，凝灰岩を挟在する泥岩，泥岩優勢砂岩
泥岩互層からなる上部層で構成される．礫岩はチャート，砂岩などの古
期堆積岩類や石英斑岩や流紋岩などの酸性火成岩からなる．酸性火成岩
礫は下位ではその割合は少ないが，上部の礫岩では全体の約４０％を占
め（宮本，1980），これは領石層や物部層より高い含有率を示す．下部
層及び中部層からは植物化石，Costocyrena adiatostriata,Pulsids
tashiro,Hayaminatamurai等の汽水生二枚貝類を産する(Table11)．
最 上 部 の 泥 岩 か ら は ， ネ オ コ ミ ア ン タ イ プ の ア ン モ ナ イ ト
（Paracrioceras(?)sp.）が産出し（田中ほか，1984），凝灰岩から
は放散虫化石を産出する．
【分布】香美市香北町久保川から香美市物部町笹川に分布する．
【地質年代】バレミアン後期
Table 11. List  of the bivalve fossils  from the Yunoki Formation. 
Paracriocerassp.は,オーテリビアン階上部からバレミアン階上部に
知られており，本層下位の物部層の地質年代がバレミアン前期であるこ
とから，本層はバレミアン後期と考えられる．
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(4)日比原層(HibiharaFormation)
【模式地】甲藤・須槍（1956）により高知県香美市香北町日比原を模式
地として命名された．
【層厚】約 720ｍ
【岩相と産出化石】
本層の基底礫岩は柚ノ木層上部の泥岩を軽微な浸食面をもって覆い，
下部，中部，上部の３部層に区分される．
下部層は礫岩と泥質極細粒砂岩や酸性凝灰岩が挟在する砂岩で構成
される．礫岩は円磨度の良いチャートや砂岩などの堆積岩類の他，酸性
火成岩類の礫を多量に含む．火成岩礫の量は柚ノ木層よりも多い（宮本，
1980）．挟在する泥質砂岩からは植物化石（松尾・香西，1982）や，
Costocyrenaminor,Pulsidisro trata，Hayaminasolida,H.tamurai
などの汽水生二枚貝類を産出する(Table12)．
Table 12. List  of the bivalve fossils  from the lower part of the Hibihara 
Formation. 
中部層は礫岩，含礫砂岩，酸性凝灰岩や泥岩の薄層を挟在する砂岩か
らなる．砂岩には斜交葉理が発達し，Pterotrigoniap cilliformsが
46
密集するトリゴニア砂岩である．Nuculatosaensis，Nipponitrigonia
kikuchiana，Anthonyamonobensisなど多数の二枚貝類が密集層から産
出する(Table13)．また，Parahoplitessp,Cheloniceras(C.)sp.aff.
C.cornuerianusなどのアンモナイトも産出する．
上部層は砂岩泥岩互層，泥岩からなる．上部層最下部の泥岩は，
Portlandiasanchuensisの他に，アンモナイトの Eodouvilleicerasp.
が産出する(Table14)．また上部の泥岩からは Histeroceassp.aff.
H. carinatum, Engonocerasstolleyi, Tetragonitesp. cf.T.
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timotheanusなどのアンモナイトの他，石灰質ナンノ化石も報告されて
いる（田代ほか，1980）．
Table 14. List  of the bivalve fossils  from the upper part of the Hibihara 
Formation. 
【分布】本層は向斜の中央部に位置し，南国市領石から香美市物部町久
保にかけて広く分布する．
【地質年代】アプチアン期～アルビアン期
下部は汽水成層であるため，時代決定に有効な化石は産出していない
が，中部層から産出する Cheloniceras(C.)spが示す地質年代はアプチ
アン前期の後期であることから，下部層はアプチアン期の範囲にあると
考えられる．また，上部層下部から産出する Eodouvilleicerasp.は
アプチアン後期を示し，上部層産出のアンモナイト類はアルビアン後期
を示し，石灰質ナンノ化石も同時代を示す（田代ほか，1980）．
3-2-2 吉ヶ平帯南海層群
田代（1985）は本地域の南海層群を下位より神母ノ木層，船谷層，萩
野層に区分した．今回の調査で，萩野層は，神母ノ木層の粗粒岩層に対
比されることが分かったので，南海層群を船谷層，萩野層に区分する．
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(1)船谷層(FunadaniFormation)
【模式地】 高知県香美市土佐山田町油石
本層は甲藤・須鎗（1956）によって香美市土佐山田町船谷を模式地と
して命名されたが，その後香西・石田（2000）により香美市土佐山田町
油石を模式地として再定義された．
【層厚】約 20ｍ
【岩相と産出化石】本層は下部層と上部層に区分される．下部層の北縁
は，杉田構造線の蛇紋岩と断層で接する．下部層下半部は砂岩，泥岩と
礫岩が繰り返す．礫岩は，淘汰が悪く，チャート，砂岩礫が多く，希に
緑灰色の凝灰質砂岩礫を含む．この凝灰質砂岩礫からは，デボン紀前期
を示す放散虫 Devoniglanssusunicusが検出され，岩質と産出化石の同
一性から，この礫が黒瀬川帯をはじめとするシルル－デボン系に由来す
る可能性が指摘されている（香西・石田，2000）．
上半部は下半部に比し、礫岩優勢である．比較的淘汰が良く，円磨さ
れた小～中礫である．礫種は下半部と同じくチャート，砂岩礫が優勢で，
希に凝灰質砂岩礫，石灰岩礫を含む．礫岩層は上部で細粒化し，しばし
ば砂岩及び泥岩に移化する．砂岩からは Isodomellam tsumotoi，
Pulsidisnagatoensis，Eomiodonnipponicus,Placunopsissp.などの
汽水生二枚貝類が産する．泥岩は，植物片を多く含み，酸性凝灰岩の薄
層を挟むこともある．
上部層は砂岩，黒色泥岩及び泥岩勝ち砂岩泥互層よりなる．砂岩には，
植物片を多量に含み，泥岩からは Arcasp.,Pulsidisp.などの二
枚貝の他，アンモナイト，ウニ，巻貝などを産出する．また，香北町萩
野の本層最上部の泥岩から Archaeodictyomitramitra，
Pseudodictyomitraconicostriata，P.thurowiなどの放散虫が検出さ
れている（石田私信）．
【分布】本層は香美市土佐山田町油石から香北町萩野付近まで分布する．
【地質年代】オーテリビアン期～バレミアン期
Archaeodictyomitramitraは ベ リ ア シ ア ン 期 ～ バ レ ミ ア ン 期 ，
Pseudodictyomitraconicostriataはバレミアン期～アプチアン期，
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Pseudo ictyomitrathu owi はバレミアン期にそれぞれレンジを持つこ
とから，本層最上部は，バレミアン階に対比される．下部は本層の層厚
から推定して，オーテリビアン階にいたる可能性がある．
(2)萩野層(HaginoFormation)（再定義）
【模式地】本層は高知県香美郡香北町萩野を模式地として，甲藤・須槍
（1956）によって命名された．模式地には砂岩部のみが分布するため，
露頭条件の良い高知県香美市土佐山田町佐野に模式を変更する．
【層厚】約 250ｍ
【岩相と産出化石】
本層は礫岩，砂岩，帯緑色細粒砂岩，砂岩泥岩互層及び酸性凝灰岩の
薄層が挟在する黒色泥岩で構成される．礫岩は側方への連続性に乏しく，
側方で粗粒砂岩，含礫砂岩に変化する．礫は円磨度の良い小～中礫が中
心 で ， 酸 性 火 成 岩 礫 の 円 礫 が 含 ま れ る ． 石 灰 質 砂 岩 か ら は ，
Pterotrigoniamoriana，Neitheasyriacam noi，Cucullaeaobliquata
などの二枚貝類が密集して産出し，Amano（1957）によって記載されて
い る ． ま た ， こ れ ら の 二 枚 貝 類 と 共 に Acantho1hoplitesp.
Cheloniceras(C.)sp.の産出も報告されている（平田，1974）．帯緑
色細粒砂岩からは，Brachidontesigenokiensis,Me omilthajaponica,
Anthonyaigenokiens s, Leptoslenamabilis, Granocardium
multicostata な ど の 二 枚 貝 類 が 産 出 し ， ア ン モ ナ イ ト の
Cheloniceras(C.) sp.も 産 出 す る ． 上 部 の 泥 岩 か ら は Portlandia
sanchuensisやアンモナイト類が産出する(Table15)．
【分布】香美市土佐山田町油石から香北町熊渕に分布する．
【地質年代】アプチアン前期～アルビアン期
Cheloniceras(C.)sp.はアプチアン前期の後期を示す．上部はその層厚
からアルビアン階にいたる可能性もある．
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Table 15. List  of the bivalve fossils  from the Hagino Formation. 
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3-3高知地域
高知市北部鴻ノ森付近にはシルル－デボン系及び花崗岩質岩類が広
く分布し，その南側に白亜系が東西に長く分布する．白亜系の南側には
秩父南帯のジュラ系及び四万十帯が分布する．白亜系とシルル－デボン
系は断層関係で接するが，本来は不整合であったとされ（甲藤ほか，
1976），基底礫岩層中には黒瀬川構造帯から由来したと考えられる蛇紋
岩源砂礫岩が挟在する（土谷，1982）．平田（1971）は，白亜系を下位
より長柴層，和田層に区分し，長柴層からは植物化石及び貝化石の産出
を報告した．甲藤ほか（1976）は，白亜系最下部の蛇紋岩砂礫岩を含む
礫岩層及びその上位の赤紫色～緑色泥岩層を領石層に対比し上位に海
成層が重なるとした．
これらの下部白亜系の帰属については，一部が物部川層群，一部が南
海層群に帰属するとされたり（TashiroandKozai,1984），全てが物
部川層群に帰属する（四国地方土木地質図編纂委員会，1998）とされた
りしている．下部白亜系の北側にシルル－デボン系が分布すること，ま
た下部白亜系の北側の蛇紋岩は，物部地域の杉田構造線に沿う蛇紋岩体
に連続すると考えられることなどから判断すると，本地域の下部白亜系
は吉ヶ平帯に帰属し，南海層群に対比される（Fig.12）．
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3-3-１吉ヶ平帯南海層群
(1)長柴層(NagashibaFormation)
【模式地】高知市鴻ノ森を模式地として，平田（1971）によって命名さ
れた．
【層厚】約 90ｍ
【岩相と産出化石】本層基底部は下位のシルル－デボン系と断層もしく
は不整合で接する．本層は，岩相から下部層，中部層，上部層に区分さ
れる．下部層は赤紫色礫岩，蛇紋岩源砂礫岩（土谷，1982），泥岩，砂
岩泥岩互層からなる．中部層は，泥岩を挟在する礫岩，含礫砂岩，細粒
砂岩泥岩互層，帯緑色泥岩からなる．上部層は，泥岩を挟在する極細粒
砂岩，泥岩及びタービダイト相を示す砂岩泥岩互層からなる．下部層
(Locs.20110,20113,20114)からは，Eomiodnmatsumotoi,Costocyrena
otsukai,Protocardiaibukiiなどの汽水生二枚貝類が産出する．中部
層 の 砂 岩 か ら は ， Pterotrigonia pocilliformisや Nuculopsis
ishidoense等 の 二 枚 貝 類 が 産 出 し ， 泥 岩 か ら は ， Portlandia
sanchuensisの 他 ， Karsteniceras(?)sp.cf.K. asiaticum,
Crioceratites(C.)sp.af.C.koechilini,Barremites(B.)sp.
cf.B.difficilisなどのアンモナイト類が報告されている（甲藤ほか，
1976） ． 上 部 層 の 極 細 粒 砂 岩 か ら は ， Rutirigoniayeharaiや
Pterotrigoniapocilliformisなどが報告され（近藤ほか，1999），ゴ
カイのチューブである Terebellinakochiensisが記載されている（甲
藤ほか，1976）．最近同層準から群体サンゴの報告もある（三本，2006）．
また，泥岩からは Portlandiasanchuensis,Nanonavisyokoyamaiなど
が産出する．
【分布】高知市尾立から高知市一宮まで分布する．
【地質年代】オーテリビアン期－バレミアン期
中部層の黒色泥岩から産出するアンモナイトはバレミアン階下部を示
すとされている（甲藤ほか，1976）．従って，下部層の地質年代は，バ
レミアン前期もしくはオーテリビアン期とみなされ，上部はバレミアン
後期の可能性がある．
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(2)和田層(WadaFormation)
【模式地】高知市鴻ノ森を模式地として，平田（1971）によって命名さ
れた．
【層厚】約 40m
【岩相と産出化石】本層は薄い砂岩泥岩互層からシルト質泥岩を経て，
酸性火成岩礫を特徴的に含む礫岩が累重する．その上位は厚い砂岩層を
経 て 泥 岩 と な る ． 基 底 部 の シ ル ト 質 泥 岩 (Loc.20110)か ら は ，
Costocyrenapeikangensis,Exogyrap.が産出する．上位の砂岩からは，
Pterotrigoniamorianaが報告され，アンモナイトの Chelonicerassp.
の産出も報告されている（平田，1971）．
【分布】高知市尾立から高知市一宮まで分布する．
【地質年代】アプチアン期～アルビアン期
産出する Chelonicerassp.はアプチアン階を示す．上位の泥岩から
は時代決定に有効な化石を得ていないが，層厚からアルビアン階にいた
る可能性がある．
3-4越知-佐川地域
本地域の秩父帯白亜系は，物部川層群（土佐加茂層，黒原層，四ッ白層）
と南海層群（介石山層，文城層）に区分され（甲藤・田代，1982；田代，
1985），南海層群の南北両側に物部川層群が分布するとされてきた
（TashiroandMatsuda,1986）．その後，香西・石田（2006）は本地域
の白亜系は南北性の断層によって，佐川町加茂－二ッ野地域の佐川ブロ
ックと，越知町柴尾地域及び五味地域の越知ブロックに分けた．さらに
黒瀬川構造帯構成岩類の分布と下部層の関係から，佐川ブロックの下部
白亜系は坂州帯に帰属し，越知ブロックの白亜系は吉ヶ平帯に帰属する
可能性を指摘した（Fig.13）．
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3-4-1 吉ヶ平帯南海層群（越知ブロック）
越知ブロックの下部白亜系は南上位の同斜構造で，白石層（新称），
市山層(新称)，小浜層(新称)，四ッ白層に区分される．
(1)白石層（新称）(ShiraishiFormation)
【模式地】高岡郡越知町白石
【層厚】約 40m
【岩相と産出化石】越知町上流付近から横倉山林道にのみ本層が確認で
きる．本層基底部と黒瀬川構造帯横倉山レンズ状部とは断層で接する．
北傾斜南上位で，円磨度の良い酸性火成岩礫を含む礫岩，砂岩で構成さ
れ，暗灰色泥岩を挟む．本層の泥岩には植物片が含まれ，希に Tetoria
sp．,Costocyrenaohnishiiが産出する(Loc.40302)．TashiroandKozai
(1989)は，本産地を黒原層の基底部に含めたが，本泥岩層の上位は礫岩
で覆われ，その礫岩の上位からは海生二枚貝類が産出することから，泥
岩までを本層とする．
【分布】越知町上流付近から横倉山林道付近に分布する．
【地質年代】オーテリビアン期～バレミアン前期？
上位の市山層の地質年代から本層はオーテリビアン期でバレミアン
及ぶ可能性もある．
(2)市山層(新称)(IchiyamaFormation)
【模式地】高岡郡越知町上流
【層厚】約 350m
【岩相と産出化石】高岡郡越知町横倉山南斜面では 白石層の最上部泥
岩を本層基底部のチャート礫礫岩が覆い，灰色砂岩及び暗灰色砂質泥岩，
最上部は黒色泥岩で構成される．越知町宮地上付近では，北側のペルム
紀 付 加 体 と 断 層 で 接 す る ． 暗 灰 色 砂 質 泥 岩 か ら ， Mesosaccella
choshiensis，Cosmetodonmonobensis， Nanonavisyokoyamaiなどの
海生二枚貝化石やアンモナイトの Uhligiasp.が産出する(Table16)．
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Table 16. List  of the bivalve fossils  from the Ichiyama Formation. 
【分布】本層は越知町上流から宮地上付近に分布
【地質年代】バレミアン期
暗灰色泥岩から産する Uhligasp.は物部層からも産し，バレミアン
階下部を示す（田中ほか，1984）．
(3)小浜層(新称)(KohamaFormation)
【模式地】高岡郡越知町小浜
【層厚】約 60m
【岩相と産出化石】市山層の最上部泥岩を本層基底部の礫岩もしくは
砂岩が整合に覆い，砂岩，砂岩泥岩互層と累重する．礫岩は円礫～亜円
礫主体で，礫は，チャート，砂岩の他に，優白質細粒花崗岩が多く，少
量の粗粒角閃石花崗岩，花崗閃緑岩を伴い，黒原層とは礫種に違いがあ
るとされる（沢村・甲藤，1961）．佐川町平野北方の林道沿いでは，礫
岩 が 厚 く 発 達 す る ． 砂 岩 (Loc.40311)か ら は ， Nipponitrigonia
kikuchiana，Pterotrigoniapocillformis，Goshoraiaminorなどの
海生二枚貝類が産出し，トリゴニア密集層がみられる．
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【分布】越知町市山から佐川町場所ヶ内付近に分布する．
【地質年代】アプチアン期
下位の市山層やトリゴニア砂岩の存在から判断して，本層の地質年代
はアプチアン期と考えられる．
(4)四ッ白層
【模式地】佐川町四ッ白から佐川町平野にかけて分布する地層について，
沢村・甲藤（1961）が山下昇氏の未公表資料を引用しつつ命名，記載し
たものである．
【層厚】約 30m
【岩相と産出化石】黒色泥岩及び泥岩優勢の砂岩泥岩互層で構成される．
化石は乏しく，黒色泥岩(Locs.40202,40203,40204)から Mesosaccella
sp.,Inoceramusanglicus，アンモナイト，ウニの断片などが希に産出
する．
【分布】本層は越知町茶が芝から佐川町場所ヶ内付近に分布する．
【地質年代】アルビアン期
Inoceramusanglicusは日比原層上部から産出することから，黒色泥
岩はアルビアン階に対比される．
3-4-2坂州帯竹ヶ谷層群（佐川ブロック）
佐川ブロックの下部白亜系は，北上位を示し，下位から介石山層，土
佐加茂層，黒原層，四ッ白層に区分される．
(1)介石山層（KaisekiyamaFormation）
【模式地】本層は，佐川町介石山から佐川町加茂宇治谷北方にかけてみ
られる地層に関して，沢村・甲藤（1961）が山下昇氏の未公表資料を引
用しつつ命名，記載したものを香西・石田（206）が佐川町介石山を模
式地として再定義した．
【層厚】約 20ｍ
【岩相と産出化石】模式地周辺における下位のジュラ系と本層の関係に
ついては，不整合（蔵田，1940），整合（福地，1941），断層（甲藤，
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1982）と様々な解釈がある．そのジュラ系からは Phyllocerasp.や
Lithacoceras(?)sp.が報告されており（矢部，1901；Kobayashi,1935），
それらはジュラ紀後期（おそらくキンメリッジアン前期）を示すとされ
る（佐藤，205）．
本層は円磨度の良い酸性火成岩礫を特徴的に含む礫岩，灰色細粒～中
粒砂岩，灰白色泥岩，砂岩泥岩互層からなる．模式地付近からは，
Aguilerellanagatoensis，Eomiodonsakawnus，Isodomellamatsumotoi，
Pulsidsnagatoensis，Tetoriayoshimoensisなどの汽水生二枚貝化
石を産出する(Table17)．
Table 17. List  of the bivalve fossils  from the Kaisekiyama Formation. 
【分布】高岡郡下山北方から高岡郡佐川町弘岡付近にかけて分布する．
【地質年代】オーテリビアン期～バレミアン期？
甲藤・田代（1981）は，二枚貝化石の産出から介石山付近の地質年代
をオーテリビアンの可能性があるとした．
(2)土佐加茂層(TosakamoFormation)
【模式地】田代（1985）により，甲藤・田代（1981）で記述されたとす
る“介石山層相当層”と“四ッ白層相当層”を合わせた地層として新称
された．しかしながら，甲藤・田代（1981）には，“介石山層相当層”
もしくは“四ッ白層相当層”と示された地層は記述されておらず，その
詳細は不明であった．TashiroandMatsuda(1986)は地質図上に土佐加
茂層を示し，若干の記述を行ったが，それらは，甲藤・田代（1981）の
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介石山層と一部重複するため，香西・石田（206）は模式地を佐川町宇
治谷から黒瀬北方とし，再定義した．
【層厚】模式地付近では約 600ｍ
【岩相と産出化石】
本層は，下位の介石山層を整合に覆い，礫岩もしくは含礫砂岩から始
まる．下部層は砂岩，チャート礫を主体とする礫岩，含礫砂岩，砂岩で
構成され，泥岩を挟在する．上部層は，砂岩泥岩互層及び黒色泥岩で構
成される．
佐川町土佐加茂の旧採石場では，基底部の中粒砂岩を覆う細粒砂岩な
いし泥岩（Locs.40218a,40218b）からは，Aguilerellanagatoensis，
Eomiodnsakaw nus，Isodomellamatsumotoi,Tetorayoshimoensis
などの汽水生二枚貝類や，海生の Leptosolensp.が産出する．その上
位の砂岩からは，Nuculopsisishidoensis，Portlandiasanchuensis，
Gervilariah radae，Parvamussimkimurai，Astartecosta a，A.
minor, Pterotrigoniapocilliformis,Laevicardiumishidoense,
Caestocorbulaminimaなどの海生二枚貝化石が報告されている（甲藤・
田代，1982；香西・石田，206）．また最上部の泥岩からは，Cosmetodon
tomochiensis，Parvamussiumhinagens，P.tosaenseが記載されてい
る（TashiroandMatsuda，1986)．
【分布】高岡郡佐川町馬原西方から佐川町清宝山まで分布する．
【地質年代】バレミアン期～アプチアン期
下部から産出する汽水生二枚貝類は菖蒲層などから知られ，海生二枚
貝類は物部層から知られるものが多い．最上部の泥岩から産する海生二
枚貝類はアプチアン階－アルビアン階砥用層から知られる．また，土佐
加茂は黒原層に覆われることから判断すると，本層は，バレミアン階か
らアプチアン階に対比される可能性が強い．
(3)黒原層(KuroharaFormation)
【模式地】本層は，高岡郡越知町地域－佐川地域にみられる礫岩を中心
とした地層について，沢村・甲藤（1961）が山下昇氏の未公表資料を引
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用しつつ命名，記載したもので，香西・石田（2006）により，高岡郡佐
川町二ツ野から佐川町四ツ白を模式地として再定義された．
【層厚】約 30ｍ
【岩相と産出化石】土佐加茂層の泥岩を本層基底部の礫岩もしくは砂岩
が整合に覆う．下部は礫岩が卓越し，上部は砂岩及び泥岩で，上方細粒
化を示す．礫岩は，チャート，砂岩の他に流紋岩質岩，黒雲母花崗岩な
どからなる（沢村・甲藤，1961）．佐川町四ッ白付近からは Arcaprorat，
Cucullaeaobliquata， Modiolusfalcatus， Gervillariah adae，
Neitheasyriacamanoiなどの二枚貝類が報告されている（甲藤・田
代，1982；TashiroandMatsuda，1986）．これらの二枚貝類は畑開墾
時に産出したもので，現在その露頭をみることができない．
【分布】高岡郡佐川町端応から佐川町清宝山北方に分布する．
【地質年代】アプチアン期
砂岩から産出する二枚貝類は，萩野層の二枚貝と一致し，本層は萩野
層に対比される．従って，本層の地質年代はアプチアン期と考えられる．
(4)四ツ白層(YotsushiroFormation)
本層は，高岡郡越知町横倉山登り口付近から高岡郡佐川町四ツ白に分布
し，本地域の岩相，産出化石等は，越知ブロックの四ッ白層と共通しす
る．
3-5檮原-東津野地域
本地域の黒瀬川帯下部白亜系は，北縁部においてペルム系沢田ユニッ
ト（松岡ほか，192）を不整合に覆うことから，正木帯に対比される．
南縁はジュラ系高岡層及び毛田層相当層と断層で接する．下位から上ノ
郷層，太田戸層，田野々層に区分されている（香西ほか，1991）（Fig.
14）．
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3-5-1正木帯物部川層群
(1)上ノ郷層（KaminogoFormation）
【模式地】高岡郡津野町郷枝が谷．Ishizaki（1962）によって，梼原町
田野々を模式地として命名された．その後，香西ほか（1991）は，
Ishizaki(1962)が向斜構造とした本層の南翼からアルビアン期を示す
化石が産出することを明らかにし，岩相的にも北翼とされる地層とは異
なることから，高岡郡津野町郷枝が谷を模式地として再定義した．
【層厚】580m
【岩相と産出化石】
本層は，赤紫色礫岩及び赤紫色泥岩で構成される下部層と灰色礫岩及
び茶色～暗灰色泥岩（希に赤紫色泥岩）で構成される上部層の二部層に
区分される．
下部層基底部はペルム系を不整合に覆い，礫岩から始まる．礫は淘汰
の悪い角礫から亜角礫が多く，砂岩，チャート等の先白亜系由来の堆積
岩や緑色岩からなり，小量ではあるが，花崗岩，安山岩，石英片岩礫も
含まれる．上部層は礫岩及び砂岩からなる．礫岩は灰色の基質をもち，
基質は風化すると茶色を呈する．礫は小から中礫の亜円ないし円礫が中
心で，下部層より円磨度・淘汰共に良くなる．礫種は下部層と同じであ
る．泥岩は帯緑色ないし暗灰色泥岩で，希に赤紫色泥岩もある．暗灰色
泥岩からは植物化石を多産し，砂岩(Loc.40704)からは Costocyrena
otsukai，Hayaminanaumanni，Tetoriasanchuensisなどの汽水生二枚
貝化石が産出する．
【分布】高岡郡梼原町横貝から高岡郡津野町日曽ノ川に分布する．
【地質年代】オーテリビアン期～バレミアン期？
産出する化石は，領石層と共通し，本層を整合で覆う太田戸層から，
本層の地質年代はオーテリビアン期でバレミアン期に及ぶ可能性もあ
る．
(2)太田戸層（0tadoF rmation）
【模式地】高岡郡橿原町広瀬．Ishizaki（1962）は上ノ郷層の上位の地
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層として梼原町田野々付近を模式地とし太田戸層と命名した．その後，
香西ほか（1991）は模式地を梼原町広瀬に変更し，太田戸層を再定義し
た．
【層厚】480m
【岩相と産出化石】
本層はその岩相により下部層と上部層に分けられる．下部層は側方へ
の層相変化がはげしく，含礫砂岩，砂岩，砂岩泥岩互層，黒色泥岩ない
し暗灰色砂質泥岩からなる．含礫砂岩中の礫は円磨度の良い亜円ないし
円礫で，砂岩，チャートなどの堆積岩からなる．上部層は砂岩及び砂岩
泥岩互層からなる．また，泥岩部には，植物片が多量に含まれる．下部
層 の 砂 岩 か ら は ， Plicatulakiiensis, Nanonavisyokoyamai,
Pterotrigoniapocilliformisなどの浅海生二枚貝化石が産出する．上
部層の砂岩からは，Pterotrigoniapocilliformisが希に産出する
(Table18)．
【分布】高岡郡梼原町田野々北方から津野町日曽の川北方にかけて分布
する．
【地質年代】バレミアン期
岩相と二枚貝化石の類似性により，本層が物部層に対比されることか
ら，本層の地質年代はバレミアン期と思われる．
Table 18. List  of the bivalve fossils  from the Otado Formation. 
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(3)田野々層（TanonoF rmation）
【模式地】本層は檮原町田野々北方を模式地として Ishizaki（1962）
により命名された．その後，香西ほか（1991）はその模式地が太田戸層
に含まれることから，檮原町横貝を模式地として田野々層を再定義した．
【層厚】約 380m
【岩相と産出化石】
本層は粗粒岩相の下部層と細粒岩相の上部層に分けられる．下部層は
礫岩，砂岩で構成され，礫岩は希に赤紫色を呈し，帯赤紫色泥岩が不規
則に挟在することもある．礫は中～小礫で円磨度は良い．礫種は砂岩，
チャート等の堆積岩類が中心で流紋岩，安山岩等の火成岩類も含まれる．
挟在する泥岩及び細粒砂岩には植物片が多数含まれる．砂岩は一般に灰
色を呈する．上部層は黒色泥岩，砂岩泥岩細互層，細粒砂岩で構成され
る．
下 部 層 の 砂 岩 に 挟 在 す る 細 粒 砂 岩 か ら は 植 物 化 石 と 共 に
Eotetoragonitessp.,Silesitidaegen.etsp.indet.などのアンモ
ナ イ ト が 産 出 す る ． さ ら に 上 位 の 砂 岩 か ら は Nipponitrigon a
kikuchiana, Pterotrigon ap cilliformis, Giycymerismatsumotoi
な ど の 浅 海 生 二 枚 貝 が 密 集 し て 産 す る ． 上 部 層 下 部 の 黒 色 泥 岩
(Locs.40501,40510)か ら は Mesosaccellainsignis, Inoceramus
anglicus等の二枚貝類の他，巻貝，ウニ，アンモナイト等の化石が産
出する．上位の砂岩泥岩互層や泥岩からは希に Parvamussium sp.aff.
P.tosaenseが産出する(Table19)．
【分布】高岡郡梼原町松尾谷から高岡郡津野町谷の内西方に分布する．
【地質年代】アプチアン期～アルビアン期
Eotetoragonitesp.はアプチアン階上部からアルビアン階中部に知ら
れる属で，Silesitidaeはバレミアン階からアルビアン階下部に知られ
る科である．従って，本層下部の地質年代は，アプチアン期からアルビ
アン期の可能性があるが，トリゴニア砂岩が発達することから下部層は，
日比原層中部の砂岩に，上部層は日比原層上部の泥岩に対比され，本層
の地質年代はアプチアン期～アルビアン期と考えられる．
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Table 19. List  of the bivalve fossils  from the Tanono Formation. 
3-6層序のまとめ
四国の下部白亜系をまとめると，正木帯では４回の堆積サイクルが認
められ，第一サイクルはオーテリビアン期～バレミアン前期，第二サイ
クルはバレミアン後期，第三サイクルはアプチアン期前期，第四サイク
ルはアプチアン後期～アルビアン期である(Table20)．第二サイクルは
柚ノ木層で代表され，羽ノ浦層の汽水成層である日浦相がそれに相当す
る．また第三サイクルは，上勝層で代表されるが，第二サイクルより小
規模で，日比原層基底部に相当層が認められる．吉ヶ平帯では，吉ヶ平
層，長柴層上部が第二サイクルに相当するが，下部層より浅海化するが
汽水成層とはならない．正木帯，吉ヶ平帯，坂州帯の下部白亜系全てに
第一サイクルと第四サイクルは共通するが，第二サイクルと第三サイク
ルはそれより小規模なサイクルで，地域によって明瞭ではない．
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Table 20. Correlation of the Lower Cretaceous strata in Shikoku. 
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４ 二枚貝化石群集
正木帯，吉ヶ平帯，坂州帯から得られた二枚貝類は，産出する化石
の種組成から， 11 の二枚貝化石群集に区分できる．本章では，分布
地帯，生息年代に基づいて二枚貝化石群集の種組成を述べ，四国以外
の下部白亜系から産する二枚貝化石群集との対比を行う．
4-1正木帯物部川層群
4-1-オーテリビアン期-バレミアン期非海生二枚貝類
本期の二枚貝類は，汽水生二枚貝で特徴付けられる Hayamina
naumanni群 集 （ Hn群 集 ） と 淡 水 生 二 枚 貝 で 特 徴 付 け ら れ る
Megasphaerioidesokurodaniensis群集（Mo群集）に区分できる．
Hn群集は，Hayaminanaumanniを優先種とし，Arcashinaoensis，
Hayaminaminor， Costocyrenaobsoreta， Costocyrenaotsukai，
Costocyrenaohnishii，Tetoriasanchuensi，Isodomellashiroiensis，
Protocardiaibukii，Myopholustanakai，Pulsidsantiquaなどの
共産で特徴付けられ,物部川層群最下部層の立川層，領石層，上ノ郷
層にみられる（Table21;Plate1）．これらの二枚貝の他に立川層か
らは南海層群，竹ヶ谷層群のオーテリビアン-バレミアン階非海成層
から多産する Aguilerellanagatoensisが希に産する．
Hn群集に対比される群集は，宮崎県の鞍岡層群戸川層（田中ほか，
1997），大分県佩楯山層群腰越層（Tanaka，1989），和歌山県湯浅層
（小畠・小川，1976），静岡県伊平層中部層（小松・安藤，1996；田
中ほか，2000），長野県小黒川層（田代ほか，1986），手取層群栃尾
層（前田，1958；Fujita,2003）,山中地域白井層（松川，1979）か
らも産出する．戸川層からは，Hn群集とともに海生二枚貝である
Pterinellashinoharaiが産出し（田中ほか，2000），伊平層中部層
からは海生二枚貝である Leptosolensp.が産出する（田中ほか，2000）．
Mo群 集 は Megasphaerioidesokurodaniensisを 優 占 種 と し ，
Triginioidestetoriensis， Unio(?)ogamigoensis， Sphaerium
69
coreanicumなどの共産で特徴付けられる（Table22;Plate2）．
Megasphaerioidesokurodaniens sは，Battisaantiquaと類似する．
Table 21. Distribution of the Hn Assemblage. 
B.antiquaの側歯は薄く，細長い点で M.okurodaniensisと異なる
とされるが（Komatsuetal.，2003），B.antiquaの完模式標本の歯
板は保存が悪く，詳細が観察できないことから，両者の関係について
は今後さらに精査が必要である．従来 B.antiquaとされて報告され
ている標本（例えば，MatsukawaandIto,1993の Fig.3）の多くが，
M.okurodaniensi に含まれるものと思われる．Triginioides
tetoriensisは手取層群北谷層から報告されており（松川・中田，
1999；田村，1990），Unio(?)ogamigoensis，Mega phaerioides
okurodaniensis，Sphaeriumcoreanicumnの３種は，西南日本内帯の
手取層群伊月層，桑島層，大黒谷層から産出する（Komatsuetal.,
2003；Kozaietal.,2005）．これらは西南日本外帯では立川層，領
石層からのみ産出する． Trigonioides,Plicatounio,Nipponnaia
は TPN群集と略称され，東アジアに特徴的な二枚貝群集として，古生
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物地理を考える上で重要な群集である（Kobayashi,1963；田村，1990）．
西南日本内帯には TPN群集が広くみられるが，外帯からは，山中地域
瀬林層からの Nippon nai ryosekianaの記載（HayamiandIchikawa,
1965），熊本県川口層からの Trigonioidesの報告（Iwasaki,1980）
があるのみであった．Mo群集には，Plicatounio及び Nippononaia
は含まないが，田村（1990）は TPN群集が Unio(?)や Sphaeriumを
伴うこともあるとしており， Mo群集は TPN群集の構成要素であると
考えられる．
Table 22. Distribution of the Mo Assemblage.  
4-1-2バレミアン期海生二枚貝類
バレミアン期の海生二枚貝類は，石灰質砂岩・泥岩から産する，
Rutitrigoniayeharai群集（Ry群集）と硅質砂岩・泥岩から産する
Nanonavisyokoyamai群集（Ny群集）に大別され，ともに羽ノ浦層，
物部層から産する．
Ny群 集 は Nanonavisyokoyamaiを 優 占 種 と し ， Mesosaccella
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choshiensis，Portlandiasanchuensis，Co metodonmonobensis，C.
nipponicus，Entoliumtosaens，Chlamyshayamii，Parvamussium
kimurai，Yabeashinanoesis，Eriphilaminima，E.monobeana，E.
pulchella， Pachythaerouskagaharensis， Ptychomya hayamii，
Tosacyprinacrenulata，Pseudopisidiumnflata，Panopeanagaoi，
Goniomyahayamii，Periplomamonobensisなどの共産で特徴付けられ
る（Table23;Plate3）．
Ny群集は宮崎県鞍岡層群津花層（田中ほか，1997）,熊本県三峰層
群三峰山層（田中ほか，1998），大分県佩楯山層群佩楯山層（Tanaka，
1989），和歌山県有田層（Hayami，1966），山中地域石堂層（Hayami，
1966，松川，1977,Matsukawa,1983），岩手県船河原層（Kozaind
Tashiro,1993）から知られる二枚貝群集と共通する．また，静岡県
伊平層上部層からは，Ny群集の要素である Parvamussiumkimuraiが
バ レミアン前期の後期を示すアンモナイトと共に報告されてい
る（小松・安藤，1996）．船河原層からは，Ny群集と共に，Costocyrena
otsukai, Isodomellashiroiensis, Arcashinanoe si,Tetoria
sanchuensis,などの Hn群集の要素が共産する（田代・香西，1989；
KozaindTashiro,1993）．
Ry群 集 は ， 主 に 羽 ノ 浦 層 下 部 か ら 産 し ， そ の 一 部 は
Hayami(1965a,b,1966） に よ っ て 記 載 さ れ て い る ． Rutitrigonia
yeharaiを優占種とし， Cucullaeaobliquata，C.acticarinata，
Glycymerismatsumotoi,Entoliumikedai，Entoliumsanchuensis，
Neitheahnourensis， Isognomonichikawai， Astarte minor,
Ptychomyadensicostata， Pholdomyasubpedelnalis， Goniomya
subarchiac などの共産で特徴付けられる（Table23;Plate4）．
Ry群集に特徴的な Cucullaeaは，テチス型二枚貝を特徴付けるもの
とされ（田代，1985b，1994)，Cucullaeaobliquataは Amano（1957）
によってアプチアン階萩野層から記載されたものである．Goniomya
subarchiaciは宮古層群から記載されたもので， Ny群集の要素であ
る Goniomyahayamiiと は V 字 肋 の 形 状 が 異 な る ． Ptychomya
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densicostataも宮古層群から記載されたもので，Ny群集に含まれる
Ptychomyahaamiiとは殻頂の形態が異なる．Ry群集には保存の良い
ウミシダや群体サンゴを共産することが多く，サンゴが Pterinella
shinoharaiの殻表に付着した状態で産するものもある．Ry群集は，
熊本県先外和泉層群袈裟堂層（田中ほか，198）や大分県先外和泉層
群溜水層 A部層（Tanakaetal.,1996）から産する二枚貝類と一部
共通する．
Ny群集と Ry群集の双方に含まれる二枚貝類も多数ある．それらは，
Nuculopsisi hidoensis，Barbatiahayamii，Amygdalumishidoensis，
Pinnarobinaldina，Pterinellashinoharai，Gervillia
forbesiana，Neitheaatava，Plicatulakiensis，Plicatula
monobensis，Rastellumcarinatum，Pterotrigoniap cillformis，
Astartesubsenecta，A.costata，Grnocardiumishidoense，Panopea
plicata，Plectomyaritagawana等で，その産出頻度は両群集で異な
る．例えば，Pterinellashinoharaiや Neitheaatavaは Ry群集と共
産することが多く，Plicatulamonobensis，Plectomyaaritagawana
や Pterotrigoniapocilliformisは Ny群集と共産することが多い．
山中地域瀬林層から寺部（2006），寺部・松岡（2007）により報告さ
れている二枚貝群集は，Ny群集と Ry群集の要素が含まれる．
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Table 23. Distribution of the Ry and Ny Assemblages.  
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4-1-3バレミアン期非海生二枚貝類
柚 ノ 木 層 に み ら れ る バ レ ミ ア ン 期 非 海 生 二 枚 貝 化 石 群 集
（ Costocyrenaradiatosriata群 集 ： Cr群 集 ） は Costocyrena
radiatostriataを優占種とし，Bakevlliaominensis，Isognomon
sanchuensis， Protocardiaibukii，Hayaminamatsukawai，Tetoria
sanchuensis，P eudopisidiuminflata，Pulsidistashiroi，Myopholas
tanakai等の共産で特徴付けられる（Table24;Plate5）．
瀬林層（松川,1977,1979,1983）や岩手県猫川層（Nakazawand
Murata,1966）から報告されている二枚貝類は，本群集とみなすこと
が で き る (Table24)． 瀬 林 層 か ら は ， 淡 水 生 二 枚 貝 と さ れ る
Nippononaiaryosekianaが記載されており（Suzuki,1941;Hayami
andIchikawa,1965），瀬林層には Cr群集とは異なった淡水生群集
も存在する．
Table 24. Distribution of the Cr Assemblage.  
4-1-4アプチアン期非海生二枚貝類
アプチアン期非海生二枚貝化石群集（Costocyrenaminor群集：Cm
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群集）は日比原層基底部から産出し，Costocyrenaminorを優占種と
し，Barbatiah biharensis,Brackidontespyriformis,Placunopsis
hibiharensis,Scittilajaponica，Hayaminasolida,H yamina(?)
tamurai, Resatrixjaponica, Pseudopisid umjaponica, P.
hibiharensis,Isocyprinah biharensis,Pulsidsrostrata等の共
産で特徴付けられる（Plate6）．南国市岡豊の泥岩からは Costocyrena
peikange sis, Pisidium okhoensis, Pulsidissp. aff.P.
nagatoensisなど Cm群集とは若干異なった二枚貝類が産出する．し
かし Tetoriasanchuensis,Hayamina（?）tamuraiを伴うことから，
これらは Cr群集もしくは Cm群集に対比されるが，その露頭が失われ，
追加標本が得られないので，ここではその帰属を明らかにすることは
できない．
4-1-5アプチアン期海生二枚貝類
アプチアン期海生二枚貝化石群集（Pterotrigoniap cilliformis群
集：Pp群集）は，トリゴニア類が密集して産する“トリゴニア砂岩”
から産し，Pterotrigoniapocilliformisを優占種とし， Nuculopsis
ishidoensis，Nuculatosaensis，Portlandiasanchuensis，Nemodon
tosaensis， Arcaminima， Monobearcacuculloides， Barbatia
kochiensis， Glycymerismatsumotoi， ?Lycettiakochiensis，
Gervilliaforbesiana，Gervillariahradae，G.hokutoi,Neithea
ficalhoi， Mymachlamyseleganus， Plicatulakochiensis，
Nipponitrigoniasakamotoensis，N.kikuchiana，Myrteamonobeana，
Astarteosaensi，Yabeadensecrenulata，Anthonyamonobensis，
Granocardiumbrevis，G.kochiensis，Lineari monobeana，Goshoraia
minor，Peudaphorodinaelongata，Caestocorbulamonobensis，C.
shikamai，Panopeaelongata等の共産で特徴付けられる(Table25:
Plate7)．
Pp群集は，宮崎県鞍岡層群笠部層（田中ほか，1997），熊本県三峰
層群日奈久層（田代・池田，1987；田代ほか，1994；田中ほか，1998)，
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長野県戸台層（田代ほか，1986）などからも産するが，日比原層のよ
うな多様な種組成はない．笠部層からは Pp群集の他に 3新種と,Cm
群集の要素に含まれる汽水生二枚貝が報告されている（Tashiro,et
al.,1993）．
Table 25. Distribution of the Pp Assemblage. 
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4-1-6アルビアン期海生二枚貝類
本期の二枚貝類は黒色泥岩中に散在して含まれ，本群集をその特徴
種から Inoceramus nglicus群集（Ia群集）とする．Ia群集は
Inoceramusanglicusを 優 占 種 と し ， Mesosaccellainsignis，
Bakevelliapseudorostrata，，I.subsulcatus，Parvamussiumsp.
aff.P.tosaense，Limatulanagaoiなどの共産で特徴付けられる．
熊本県大分県先外和泉層群須久保層から Inoceramusanglicusが報告
されているが，須久保層からは Nanonavis,Plicatula,Yabeaなど多
くの二枚貝類が砂岩もしくは砂質泥岩から記載されており（Tanaka，
1989），Ia群集とは産出する岩相，群集の種組成が異なる．
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Fig. 15. Generalized columnar section and bivalve assemblages of the 
Monobegawa Group.  
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4-2 吉ヶ平帯南海層群
4-2-1オーテリビアン期-バレミアン期非海生二枚貝類
本期の二枚貝類はその特徴種から，本群集を Eomiodonnipponicus
群集(En群集)とする．En群集は Eomiodonnipponicusを優占種とし，
Aguilerellanagatoensis， Tetoria yoshimoensis， Isodomella
matsumotoi，Hayaminacarinata，Pulsidsnagatoensisなどの産出
で特徴付けられ，中谷層，船谷層にみられる(Table26;Plate8)．
長柴層下部からは，Protocardiibukii，Costocyrenaotsukai，
Pulsidisantiqua，Isodomellamatsumotoi，Tetorasanchuensis，
Eomiodonmatsumotoiなどが産出し， En群集と正木帯の Hn群集の混
合型であるとされている（香西・石田，2003）．また白石層からは唯
一 Costocyrenaohnishiiが産出するが，本種は正木帯 Hn群集の構成
要素である．
En群集は，熊本県川口層（太田，1977；田中ほか，1998），大分県
山 部 層 （ Tanaka,1989)， 山 口 県 吉 母 層 （ Ohta,1973,1974,1982;
KobayashiandSuzuki,1939）,三重県松尾層群（田中ほか，2000）
にもみられる．川口層では En群集が広く産出するが，海生二枚貝交
互する部分があることが報告されている（TamuraandNishida,1989）．
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Table 26. Distribution of the En Assemblage（ *:marine bivalve） .
4-2-バレミアン期海生二枚貝類
市 山 層 か ら は ， Portlandiasanchuensis， Astartecostata，
Parvamussiumkimurai， Astarteminor， Plicatulakiiensis，
Cosmetodonmon besis，Periplomamonobensis，Nanonavisyokoyamai，
Mesosaccella choshiensis， Rastelliumcarinatum， Isognomon
choshiensis等の二枚貝類が産出する．これらの二枚貝類は，正木帯
羽ノ浦層の Ry群集もしくは Ny群集の構成要素であるが，Cucullaea
obliquataや Pterinellashinoharai,Rutitrigoniayeharaiなどが
産出しないことから Ny群集とみなされる．
長柴層中部からは Nanonavisyokoyamai，Portlandiasanchuensis，
Nuculopsisi hidoenseが産することから，本層の二枚貝類は Ny群集
とみなされる．
吉ヶ平層からは Gervillariah adae，Pterinellashinoharai，
Entoliumtosaense， Isognomonichikawai， Ctenoidessubrapa，
Isognomonchoshiensis， Ebruneopectenmiyakoensis， Neithea
syriacaamanoi，Neitheaatava，Pterotrigoniapocilliforms，
Rutitrgoniayeharai， M lthajaponica， Xenocarditaamanoi，
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Granocardiumshidoensis，Anthonyaigenokiensis，Astarteminor，
Astartetosensis，Goniomyasubarchiaci，Ptycomyadensicostata，
Plectomyaaritagawana，Pterotrigoniapocilliformis，Plicatula
takahshii，Eriphylapulchellaなどが産する．Cucullaeaobliquat
は産出していないが，Ry群集に特徴的な Rutitrigoniayeharaiが産
し ， Pterinellashinoharai， Goniomyasubarchiaci， Ptycomya
densicostataなどを共産することから，吉ヶ平層の二枚貝群集は，
Ry群 集 と み な さ れ る ． し か し ， Xenocardita manoi， Anthonya
igenokiensisなど Ry群集には含まれない二枚貝も産出する．これら
の二枚貝類は，アプチアン期に知られる二枚貝類で，後述する Pm群
集，Bi群集の構成要素である．
長柴層上部からは，Rutitrigoniayeharai，Gervillariahardae，
Pterotrigonapocilliforms，Rastellumcarinatumが産し，群体サ
ンゴも報告されている（三本，2006）．Cucullaeは産出しないが，
Rutitrigoniayeharaiが多産することから，本層の二枚貝群集は Ry
群集とみなされる．
4-2-3アプチアン期非海生二枚貝類
本期の二枚貝類は，杉地層基底部にみられる，Eomiod nsp.af.
E.sakawanus，Pulsidissp.aff.P.nagatoensisや，和田層基底
部にみられる Costocyrenap ikangensis，Crassostreasp.があるが，
産出数，産出地が少ないので群集名を付すことはひかえる．
4-2-4アプチアン期海生二枚貝類
本期の二枚貝類は，石灰質砂岩から産する Pterotigoniamorian
群集（Pm群集），帯緑色細粒砂岩～砂質泥岩から産する Brachidontes
igenokiensis群集(Bi群集)と正木帯と共通する Pp群集に区分できる．
Pm群 集 は Pterotrigoniamorianaを 優 占 種 と し ， Cucullaea
acticarinata，C.obliquata，Arcaprolata， Modiolusfalcatus，
Placunopsisaptiana，Neitheasyriacaamanoi，Chlamysshikokuensi，
82
Granocardiumcorpulentum，Opishaginoesis， Eriphylapulchella
などの共産で特徴付けられ，杉地層，萩野層，和田層の石灰質砂岩か
ら産する(Plate9)．
大 分 県 溜 水 層 B 部 層 か ら は Xenocarditaamanoi， Cucullaea
acticarinata，Neitheasyriacaamanoiなどが産し，Pm,Bi群集と一
部共通する．しかし，溜水層からは Pterotrigoniabungoensisが多
産し，Pterotrigon am rianaが多産する Pm群集とは種組成に違いが
ある．
Bi群集は Brachidontesigenokiensisを優占種とし，Gervillia
forbesiana,Gervillariaharadi,Plicatulat kahashii,
Eburneopecten? miyakoensis，Mesomilthajaponica,Astarte
semicostata,A.makibaensis,Leptosolenamabilis,Grobocardium
minor,Granocardiumulticostata,Scittiladelicatosriataなど
の共産で特徴付けられ，杉地層，萩野層の帯緑色細粒砂岩～砂質泥岩
から産する (Plate10)．Pm群集と Bi群集の両者と共産する二枚貝類
は Xcenoarditaamanoi,Leptosolenamabilis，Linearianankaiana,
Isocyprinaaliquantula，Isocyprinaigenokiensis，Isocyprina
japonica，Protocardiaamanoi，Anthoniaigenokiensis等がある．
小 浜 層 か ら は ， Nipponitrigoniakikuchiana， Pterotrigonia
pocilliformis，Goshoraiaminorなどが産し，これらは正木帯の Pp
群集とみなすことができる．
4-2-5アルビアン期海生二枚貝類
本期の二枚貝類は，四ッ白層にみられ，Inoceramusanglicus，
Mesosaccellasp.と産出化石は少ないがこれらは正木帯アルビアン期
の Ia群集と共通する．
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Fig. 16. Generalized columnar section and bivalve assemblages of the 
Yoshigahira Group.  
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4-3坂州帯竹ヶ谷層群
4-3-1オーテリビアン期-バレミアン前期非海生二枚貝類
介石山層，菖蒲層からは Aguilerellanag toensis，Hayamina
carinata，Isodomellamatsumotoi，Eom odonmatsumotoi，Eomiodon
nipponicus，Eomiodonsakawanus，Pulsidisnagatoensis，Tetoria
yoshimoensisなどが産し，これらは吉ヶ平帯の En群集と種組成が一
致する．また，土佐加茂層最下部からは，En群集の構成要素である
Eomiodnsakawanus,Isodomellamatsumotoi,Tetoriayoshimoensis,
Aguilerellanagatoensisと海生二枚貝の Leptosolensp.が産する．
4-3-2バレミアン期海生二枚貝類
土佐加茂層下部の砂岩からは Nuculopsisish doensis，Portlandia
sanchuensis，Gervillariah rade，Astartecostata，Parvamussium
kimurai，Astarteminor，Pterotrigon apocilliformis，Laevcardium
ishidoense， Caestocorbula minimaが 産 出 す る ． こ れ ら は
Caestocorbulaminimaを除いて正木帯及び吉ヶ平帯の Ny群集と種組
成が共通することから，土佐加茂層の二枚貝は Ny群集とみなすこと
ができる．
4-3-アプチアン期海生二枚貝類
本期の二枚貝類は内山層，黒原層の石灰質砂岩から，Nuculopsis
ishidoensis，Arcaprolata，Cucullaeaobliquata，Modiolusfalcatus，
Neitheasyriacaamanoi，Pterotrigoniamoriana，Xenocarditaamanoi，
Protocardiaamanoi，Laevicardiumcorpulentum，Caestoc rbula
shikamai，Leptos lenamabilis，Anthonyaigenokiensisなどの二枚
貝類が産出する．これらの二枚貝類は，吉ヶ平帯 Pm群集の構成要素
と共通する．内山層の暗灰色泥質砂岩ないし砂質泥岩からは Modiolus
falcatus，Neitheasyriacam noi，Xenocarditaamanoi，Leptoslen
amabilis，Plicatulatakahshii，Gervillariamiyakoensis，
Granocardiummulticostata，Mesomilthajaponica，Mesoaccella
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choshiensis，Astartesemicostata，Plectomyaconcentrica等が産
する．これらは吉ヶ平帯 Bi群集と共通する．
また黒原層上部の泥岩から Cosmetodontom chiensis，Parvamussium
hinagense，P.tosaenseの産出が報告されている（Tashiroand
Matsuda，1986）．C.tomochiensis，P.hinagenseは熊本県砥用層，
日奈久層と共通する二枚貝類であるとされる（甲藤・田代，1882）．
4-3-4アルビアン期海生二枚貝類
四ッ白層からは，Inoceramusanglicus，Mesosaccellasp.の２種
のみ産出するが，これらは正木帯及び吉ヶ平帯の Ia群集の構成要素
である．
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Fig. 17. Generalized columnar section and bivalve assemblages of the 
Sakashu Group. 
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５ 二枚貝化石群集の生息環境と形成要因
5-1非海生二枚貝化石群集に関して
5-1-1オーテリビアン期-バレミアン前期
5-1-1-1Mo群集の生息環境
淡水生二枚貝化石群集である Mo群集は，正木帯にのみにみられ，複
数の種で構成される淡水生二枚貝群集としては西南日本外帯で唯一知
られるものである． Mo群集は，立川層最上部の有機物に富む黒色泥岩
から産出する（Fig.18）．
化石の産状観察は，二枚貝の生息場所を推定する上で重要である．生
物遺骸片支持の化石密集層の場合，貝殻が互いに接触しながら海底の表
面に移動集積し化石となったもので，異地性の産状を示し，化石が散在
的に産する基質支持であれば，死後の移動は少なく原地性である可能性
が強いとされる（近藤，1989）．また，幼貝から成貝までが共存するこ
とも同様の可能性があるとされる．
生息環境について，Fursich（1994）は，Oertli（1964）の Venicesystem
（ 淡 水 ～ 海 水 を そ の 塩 分 に よ っ て ， freshwater： 0 －0.5‰ ,
oligohaline：0.5－5‰，mesohaline： 5－18‰,brachyhaline：18－
30‰，euhaline：30－40‰，hypersaline：40‰～，に区分)を用い，現
生の近縁種の観察とドイツほか各地のデータを基に塩分と化石群集の
関連を明らかにした．これらの研究を参考に，Mo群集，Hn群集の生息
環境を議論する．
Mo群集は Sphaeriumcoreanicum，Trigonioidestetoriensis，Unio?
ogamigoensis，Megasphaerioidesokurodaniensisで構成され，これら
の二枚貝は套線湾入をもたない．套線湾入は水管をもつ二枚貝が閉殻時
に水管を収納する部分で，二枚貝の殻の内側にみられる特徴の一つであ
る．そのため水管の伸びは潜入深度と密接な関係があり，套線湾入をも
った二枚貝は底質物中に潜入して生活する内生二枚貝とみなすことが
できる（近藤，1989）．一方，套線湾入のない二枚貝は，一部の例外（例
えば，水管が殻の外に出ている深潜入内生二枚貝）を除いて，表生もし
88
くは内生浅潜没型の生活様式をもつ（近藤，199）．Mo群集の構成種
は全て套線湾入をもたないことから表生もしくは内生浅潜没型であっ
たと考えられる．表生二枚貝は合弁で産出することは少ないとされ，内
生二枚貝は合弁のまま化石になりやすいとされる（近藤，1999）．
Unio，Sphaeriumは表生型とされ，Trigonioidesに近縁の Nippononaia
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は内生浅潜没型とされる（KomatsuandChen,2000）．廣瀬・近藤（1998）
は御所浦層群中に含まれる Trigonioidesm funensisが合弁で立った状
態で産することを報告しており，またタイ北部の白亜系では合弁の
Trigonioidesが立った状態で産出するのを観察した．これらから，
Trigonioidesは内生浅潜没型であると考えられる．Megasphaerioides
の生活様式については研究されておらず，立川層からは合弁の個体が得
られなかったために，表生もしくは内生浅潜没型であるかを推定するこ
とはできなかった．
Fig. 19. Occurrence of the Mo Assemblage in non-marine environment of 
the Tatsukawa Formation. 
T.tetoriensis，S.coreanicumは関門層群，手取層群などの西南日
本内帯や韓国慶尚層群から知られ，freshwaterで生息したとされてい
る（田村,1990；松川・中田，1999）．また U.ogamigoensis，M.
okurodaniensisは手取層群から知られ，freshwaterから oligohaline
下部に生息したとされている（松川・中田，1999）．立川層では，S.
coreanicumは立川層最上部の泥岩から散在して産出し，他の二枚貝類
とは共産しない．T.tetoriensisは全て離弁で，炭質物に富む黒色砂
質泥岩から U.ogamigoensis，M.okurodaniensisと共産する．表生二
枚貝である U.ogamigoensisは，靱帯が接した開口状態で産するものが
あり，幼貝から成貝まで同所から産することから，原地性と考えられる．
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従 っ て ， 内 生 浅 潜 没 型 で あ る T. tetoriensisは 洗 掘 さ れ ， U.
ogamigoensisの生息域に流れ込んだと考えられる．
U.ogamigoensisは T.tetoriensisの他に，Hayaminanaumanni，
Protocardiaibukii，Isodomellashiroiensisと２地点で共産するこ
とが確認できた．これらの共産地点では殻サイズが小さく幼貝と思われ
る U.ogamigoensisの左殻が１個体，破片化した成貝１個体のみ産出し
たもので，これらの産状から H.naumanni等と共産する U.ogamigoensis
は死後運搬されたものと考えられる．また，M.okurodaniesisは，２
地点で H.naumanni，P. bukii，"Ostrea"sp.，Costocyrenaotsukai
と共産するが，M.okurodaniensisは離弁で破片化しており，異地性の
産状を示している．これらから，U.ogamigoensis，M.okurodaniensis
は汽水生二枚貝とされる H.naumanni，P. bukii，"Ostrea"sp.，C.
otsukaiの生息域とは異なっていたが，淡水生とされる.tetoriensis
よりはやや高塩分環境にも生息していた可能性を示す．Protocardiaは
brachy alineから euhaline下部の生息環境が考えられている（Fursich，
1994）．従って，立川層では，freshwaterに T.tetoriensisが生息し，
freshwaterから brachyhalineの低塩分環境に U.ogamigoensis，M.
okurodaniensisが 生 息 し て い た こ と が 考 え ら れ る ． し か し ，
U.ogamigoensis，M.okurodaniensisが汽水生二枚貝類と共産すること
は希であり，汽水生二枚貝類とは生息域が離れていたことが考えられる．
従って，Mo群集は freshwaterから oligohalineに生息した二枚貝群集
であると考えるのが妥当で，このことは freshwaterから oligohaline
の下部に生息していたとする手取層群の例と矛盾しない．
5-1-1-2Hn群集の生息環境
Protocardiaは brachyhalineか ら euhaline下 部 ， Corbula は
mesohalineの生息環境が推定されている（Fursich，1993）．立川層か
らは Protocardiaibukiiが産出する．また Corbulaは産出しないが，
近縁の Pulsid sが産出することを基に Hn群集の生息環境を考察する．
Hayaminanaumanniは砂岩及び砂質泥岩から合弁で産出することが多
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い．田代（1992）では，Hayamina属に套線湾入の存在が図示されてい
るが，今回の研究で使用した標本，合わせて約 500個体を検討したが，
套線湾入を確認することはできなかった．H.naumanniの模式標本産地
である上勝町柳谷において，層理面に斜交し，砂泥底から水管の上部を
出した姿勢の H.naumanniを観察することができた．このことは，H.
naumaniが内生浅潜没型であったことを示しており，套線湾入が認め
られなかったことと矛盾しない．H.naumanniは P.ibukii，Pulsidis
antiquaと共産し，合弁の個体もみられる．これらのことから，H.
naumanniは mesohalineから brachyhalineの広い範囲に生息していた
ものと思われる．C.otsukaiも P.ibukii，P.antiquaと共産する．
C.otsukaiの合弁個体は観察できなかった．C.otsukaiの後縁の形態
から推測すると内生浅潜没型であった可能性が強い．しかしながら合弁
個体の産出は希であることから推測すると，死後洗掘されやすい環境に
生息していたものと思われる．Isodomellashiroiensisは P.ibukiiと
共産する．Isodomellaも合弁個体は少なく，後縁の形態が Costocyrena
に似ることから，Costocyrena同様の生息環境が考えられる．Tetoria
sanchuensi は，套線湾入がみられ，内生深潜没型であったことを示し
ている．離弁，合弁個体共に多数産出し，Hn群集の多くの種と共産す
ることから，汽水域に広く生息していたものと思われる．静岡県伊平層
から産出する Hn群集は，Leptosolen,Plectomya,Pleuromyaなどの海
生二枚貝を伴うことが報告されている（田中ほか，2000）．また，岩手
県船河原層からも H.naumanniを除く Hn群集が Nanonavis,Panopea
等の海生二枚貝と共産することが報告されている（KozaindTashiro,
1993）．
以上のことから Hn群集は mesohalineから brachyhalineの汽水域だ
けでなく，euhalineの環境に近い場所にも生息した可能性がある．
5-1-1-3En群集の生息環境
坂州帯オーテリビアン-バレミアン前期の非海生二枚貝類には，淡水
生二枚貝類は含まれない．Eomiodonは mesohalineから brachyhaline
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に生息し，Corbulaは mesohalineに生息したとされる（Fursich,1994）．
En群集には，Eomiodonnipponicus， E.matsumotoiが多産し，Corbula
と近縁である Pulsidisnagatoensisも産する．
En群集と海生二枚貝 Leptosolenとの共産は，土佐加茂層基底部（香
西・石田，2006），大分県山部層（Tanaka,1989）から知られる．
以上のことから，En群集は mesohalineから brachhalineに生息し，
さらに euhalineの環境下での生息の可能性も考えられる．
Hn群集は，淡水生二枚貝と共産することがあるが，En群集は淡水生
二枚貝類との共産は，確認できていない．従って，En群集は，正木帯
Mo群集，Hn群集よりやや高塩分環境に生息していたと推定される．
吉ヶ平帯では Hn群集と共通する群集が越知－佐川地域白石層でみら
れ，高知地域長柴層では， En群集と Hn群集が同所で混在することが
報告されている（香西・石田，2003）．徳島地域吉ヶ平層では En群集
のみが確認されている．坂州帯からは，Hn群集は産出せず，En群集の
みみられる．以上のことから，正木帯の群集は坂州帯の群集より淡水の
影響が強い場所で形成され，その中間に分布する吉ヶ平帯では，地域に
よって正木帯と共通したり坂州帯と共通したり，また両者が混合するこ
とから，吉ヶ平帯は正木帯と坂州帯の中間で形成されたと考えられる
(Fig.20)．
93
Fig.20. Environmental change of the Masaki, Yoshigahira and Sakashu 
Belts. FW: fresh water deposits, BW: brackish-water deposits, 
SH:shelf deposits, SL: slope basin deposits. 
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5-1-2バレミアン後期
5-1-2-1Cr群集の生息環境
バレミアン後期の非海生二枚貝化石群集である Cr群集は，正木帯の
みにみられる．正木帯分布域の中でも，香美市香北町物部川流域と勝浦
郡上勝町辰が谷及び日浦に限られる．本群集の特徴種である
Costocyrenar diatostriataは Bakevelliaominensis，Isognomon
sanchuensi，Protocardiaibukii，Hayaminatamurai，Tetoria
sanchuensis,Pul id stashiroiなどの汽水生二枚貝と共産する．
Isognomonは euhaline以降,Protocardiaは brachyhalineから
euhaline下部，Corbulaは brachyhalineで生息したとされる（Fursich，
1994）．柚ノ木層における Cr群集は，柚ノ木層下部の UnitEから多産
する（Fig.21）．UnitEは含礫砂岩，中－細粒砂岩，泥岩で構成され
る．砂岩は淘汰が悪く，ウェーブリップル，斜交層理が顕著でフレーザ
ー葉理が認められ，Ophiomorphaや T alassinoidesなどの生痕化石が
多く含まれることから，tidalf atの環境が考えられる．
これらのことから，Cr群集は，brachyhalineから潮汐の影響を受け
る euhalineで形成されたものと考えられる．
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Fig.21. Sedimentary environments and fossil localities of the Cr 
Assemblage in the lower part of the Yunoki Formation. 
5-1-3アプチアン前期
5-1-3-1Cm群集の生息環境
白亜紀前期の非海生二枚貝化石群集は，正木帯と吉ヶ平帯にみられる．
非海生二枚貝の Costocyrenami orで特徴付けられる Cm群集は正木
帯のみから知られ，Tetoria,Hayamina,Pulsidisの他に Brachidontes，
Arca，Barbatia，Placunopsisなど汽水から浅海域に生息した二枚貝類
96
も伴う．これらの二枚貝類から，Cm群集は mesohalineから euhaline
に生息した二枚貝群集であると考えられる．
吉ヶ平帯の汽水生二枚貝は杉地層下部から産出する．そこから産出す
る二枚貝は，離弁で破片化した Eomiod nsp.や Pseudopisidiumsp.な
ど，1cm以下の小個体で，異地性の産状を示す．これらを含む泥岩は砂
岩の層間に挟在し，砂岩は，ハンモック状斜交層理（HCS）が発達し，
時に礫がラグ堆積物として含まれている．この砂岩には癒着状 HCSがみ
られ，下部外浜の環境を示す．化石はこの砂岩に挟在するレンズ状部か
ら産し，河川の影響を受ける内湾からストーム等のイベントによっても
たらされたものと推測される．和田層基底部からは，Costocyrena
peikangensis， Crassostreasp.が 産 出 す る ． Costocyrena
peikangensisは Matsumotoetal.(1965)によって，台湾西部の試掘井
約 2000ｍの深さから得られた標本に基づいて記載されたもので，
Tetoriaが産出することから，汽水の環境が推定されている（速水ほか，
1966）．和田層の Costocyrenapeikangensisは Crassotreasp.と共
産し，台湾と同様，汽水の環境が推定される．
正木帯 Cm群集は，正木帯のアプチアン階に広くみられ，Tetoria，
Hayaminaが合弁で産出し，現地性の産状を示す．一方吉ヶ平帯では汽
水生二枚貝は局所的に産出し，異地性の産状を示す．これらから，アプ
チアン前期において正木帯では汽水域が広く発達していたのに対し，吉
ヶ平帯では汽水域の発達は限定的であったことが推測される．
5-1-4オーテリビアン期からアプチアン前期の汽水生二枚貝化石群集
変化
本項では，属構成の類似する Hn群集，Cr群集，Cm群集を基に議論す
る．これらの群集の生息環境は前述の通り mesohalineから euhaline
の範囲で，各群集の生息環境は類似する．
Costocyrena属では，Hn群集には C.otsukai,C.obsoleta,C.
ohnishii，Cr群集には C.radiatostriata,Cm群集には C.peikangensis,
C.minorが含まれ，各群集で種が異なる．松川・江藤（1987）は立川
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層から C.otsukaiと C.radiatostriataが共産するとした．他に共産
する化石として，Hayaminabungoensis（=H.naumani）があげられて
おり，地図と照合すると産出地点は立川層であると考えられる．立川層
からは，希に C.otsukaiの殻幅の狭い個体が産出する．それは輪肋の
間隔が不規則で C.radiatostria aに似るが，殻表に段差が生じたり異
常成長と思われる個体であり，C.radiatostriataと確実に同定できる
標本は得ていない．従って C.otsukaiと C.radiatostriataは異なっ
た時代で生息していたものと考えられるが，松川・江藤（1987）の標本
の再検討が必要である．C.peikangensisと C.minorは規則正しい輪
肋で特徴付けられ，C.radiatosriataとは共産しない．以上のことか
ら，Costocyrena属はオーテリビアン期からアプチアン前期において，
各時代で異なる種が生息したと考えられる(Fig.22)．
Hayamina属では，Hn群集には H.naumanni,H.minor， Cr群集には
H.matsukawai,H.tamurai,Cm群集には H.solida,H.tamuraiがみ
られ，H.tamurai以外はそれぞれの時代で異なる種が生息する．平山
ほか（1956）は徳島県上勝町喰田の H.naumanniが産する泥岩を羽ノ浦
層としたが，石田ほか（1992）は，喰田の H.naumanniの産地は立川層
に含まれるとした．従って，H.naumanniと H.matsukawai，H.solida
が共産することはないことから，これらの種は，異なる時代に生息した
と考えられる(Fig.22)．
Pulsidis属では，Hn群集には P.antiqua，Cr群集には P.tashiroi,
Cm群集には P.rostrataと群集により異なった種が含まれる．これら
は，静岡県伊平層以南から産出するのに対して，それ以北からは，オー
テリビアン階～バレミアン階下部から P.angulata， バレミアン階上
部からは P.sanchuensisが産出する．これらのことは白亜紀前期にお
いて，各時代で異なった種が生息していただけでなく，南北で異なった
種が棲み分けていたことが示唆される．
他の汽水生二枚貝類では，Tetoriasanchuensis,Protocardiaibuk i
は，オーテリビアン階－バレミアン階下部及びバレミアン階上部から産
出し，Isodomellashiroiensisは，オーテリビアン階－バレミアン階
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下部からが産出し，バレミアン階上部からは未記載の種が産出する．
松川・伊藤（1995）は立川層と羽ノ浦層下部から同一の汽水生二枚貝
化石群集が産出することから，非海成二枚貝類は，前期白亜紀程度の示
準性しかなく，堆積サイクルにあわせて同種で構成される二枚貝化石群
集が繰り返すとした．しかしながら，Costocyrena属,Pulsidis属,
Hayamina属は各堆積サイクルで種が異なり，それぞれの時代を指標す
ることを示す．従って，非海生二枚貝類は属を限定すれば，白亜紀前期
を細分する時代指標に有効な化石となるといえる．
Fig.22. Range chart of non-marine bivalves from the Monobegawa Group. 
5-2海生二枚貝化石群集に関して
5-2-1バレミアン期
5-2-1-1羽ノ浦層の Ry群集と Ny群集の生息環境
バレミアン期の二枚貝は，正木帯，吉ヶ平帯から産出する．これらの
二枚貝は，石灰質砂岩及び泥岩から産する Ry群集と硅質砂岩及び泥岩
から産する Ny群集に区分される．
両群集がみられる羽ノ浦層は，勝浦町広安及び羽ノ浦町羽ノ浦丘陵な
どに好露頭がある．勝浦町広安は，羽ノ浦層の下半部にあたり，立川層
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の淡水生二枚貝類を含む泥岩上に，軽微な浸食面をもって重なる礫岩も
しくは含礫砂岩に始まり，石灰質砂岩，泥岩の薄層を挟在する石灰質砂
岩が累重しその上位に黒色泥岩が重なる．この礫岩から泥岩へ堆積サイ
クルが広安周辺では３回確認できる（Fig.23）．
含礫砂岩は，トラフ型斜交層理が発達する粗粒～中粒砂岩で，トラフ
Fig.23. Columnar section of the lower part of the Hanoura Formation along 
the Tatsukawa-gawa in Katsuura area (locality is shown in fig.5). 
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の底部に細礫が配列し（Fig.24），上部外浜の堆積環境が考えられる．
ここからは，化石は採集されていない．その上位の砂岩は石灰質細粒－
極細粒砂岩で顕著な堆積構造はみられないが，時に層状に Terebellina
kochiensisの密集層が凹凸状となることは，癒着状ハンモック状斜交
層理があること示す．このことから，下部外浜の堆積環境が考えられる．
この砂岩を薄片で観察すると，方解石からなる砕屑物が全体の 40～50%
を占め（面積比），Cucullaeaobliquata，Pterinellashinoharai，
Rutitrigoniayeharaiなど，Ry群集の構成要素が群体サンゴと共に産
出する．また，円磨度の良いチャート礫，泥岩偽礫とともに Terebellina
kochiensisが密集し， Pterotrigoniapocilliformis，Astarteなどの
二枚貝が含まれ，Terebellinakochiensisは断片化していないものも
ある．
Fig.24. Trough cross-stratification in the lower part of the Hanoura 
Formation along the Tatsukawa-gawa in Katsuura area. 
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石 灰 質 砂 岩の 上 位 は ， 泥 岩を 挟 在 す る 石 灰質 砂 岩 が 累 重 し ，
Terebellinakochiensisの密集層が頻繁にみられる．この密集層には，
横に延びた扁平な泥質の偽礫が多数含まれる．偽礫は，長径数 mmから
2cmで，楕円形をしており，周囲の砂岩とは明瞭な境界をもって接する
場合が多いが，偽礫の上面で境界が不明瞭になるもの，その境界が微妙
に凹凸をなしているもの，侵食され砂が入り込んだもの，上方から貝殻
微小片が刺さっているものなどさまざまな形態がある．これらは，偽礫
が未固結時に削剥され，堆積したことを示す．密集する Terebllina
kochiensisは，ほとんどが断片化しており，完全な形で産出するもの
は少ない．また，偽礫とともに産出する二枚貝類は，離弁で密集層を形
成しており，強い営力によって浅海から運搬されたものと思われる．密
集層を被覆する砂岩の表面は凹凸を呈し，泥岩が重なる（Fig.25）．こ
の泥岩は生物擾乱が著しく，砂質部と泥質部が群雲状になる．ハンモッ
ク状斜交層理の上位に生物擾乱泥岩が重なるサイクルの連続は内側陸
棚を示す（安藤ほか，2007）とされていることから，この密集層は，内
側陸棚 で形成さ れたものと考え るられる．この 密集層からは，
Pterotrigoniapocilliformis， Cucullaeaobliquata， Modiolus
falcatus，Entoliumikedai，Ptychomyadensicostata，Glycymeris
matsumotoi,Gon omyasubarchiaci，Pterinellashinoharaiなど多数
の二枚貝類が離弁で産する．Pterinellashinoharaiは離弁のものだけ
でなく合弁の個体もみられ，時に Pterinellashinoharaiだけの密集層
もある．また，Pterinellashinoharaiの表面には，六放サンゴが付着
し，サンゴの開口部の囲壁，隔壁は摩耗しておらず保存が良い．また，
この石灰質砂岩もしくは砂質泥岩からは，サンゴの他，腕，触手共に保
存の良いウミシダも産出する．これらのことから，二枚貝類はサンゴの
生育する浅海で生息し，暴風時にウミシダやサンゴと共に，内側陸棚ま
で運ばれ堆積したと考えられる．
一方，硅質砂岩及び泥岩からは，Nanonavisyokoyamai,Panopea
nagaoiなどの Ny群集が産出する（Fig.23）．極細粒砂岩には平行葉理
やハンモック状斜交層理がみられ，植物の細片からなる炭化物密集層が
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ラミナ様に含まれる．また，極細粒砂岩の上面は強く生物擾乱を受け，
砂と泥が混じり合い，群雲状になる．これらの特徴から，Ny群集を含
む硅質砂岩及び泥岩層は内側陸棚の環境が推定され，暴風時には陸域か
ら植物片，砂などがもらされたものと解釈される．
Fig.25. Lithfacies in the lower part of the Hanoura Formation along the 
Tatsukawa-gawa in Katsuura area. 
Komatsu(1999)は，羽ノ浦層に対比される和歌山県有田層の堆積相解
析を行い，そこから産出する二枚貝化石の生息環境の推定を行った．
Komatsu(199)のデータと今回の産状を基に Ry群集，Ny群集の生息環
境について考察する．
Table27に示す 13種は全て Ny群集もしくは Ny群集と共産する二枚
貝で，Ry群集とも共産する種は青で示す．上部外浜に生息域をもつ
Plicatulakiiensis, Rastellumcarinatum, Pterotrigonia
103
pocilliformis,Plectomyaaritagawanaの４種は全て Ry群集と共産す
る種ある．下部外浜に生息域をもつ９種中，前述の４種と Astarte
subcencta,Nuculopsisishidoensisの合計６種は Ry群集とも共産す
る種であり，Nanonavisyokoyamai,Gervlariah radae,Periploma
monobensisの３種は Ny群集である．内側陸棚に生息域をもつ 10種中
５種は Ry群集と共産する種であり，Entoliumtosaense,Goniomya
hayamiiなどの５種は Ny群集である．外側陸棚に生息域をもつ二枚貝
類では， Ry群集と共産する種が５種中１種で，他の４種は Ny群集で
ある．
以上のことから， Ry群集と共産する種は，Ny群集より浅い上部外浜
から下部外浜中心に生息した群集で，Ny群集は下部外浜から外側陸棚
中心に生息した群集であると考えられる．羽ノ浦層での観察では，Ry
群集は，下部外浜相，内側陸棚相にみられ，羽ノ浦層の産状と総合して
考えると， Ry群集はサンゴの生育する浅海の環境下で形成され，Ny
群集は暴風時には河川からの流入物の影響を受ける下部外浜から外側
陸棚で生育していた群集であると考えられる．
Table 27. Reconstructed habitat of the bivalve fossils from the Hanoura 
Formation (modified after Komatsu, 1999). 
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5-2-1-2吉ヶ平層，長柴層上部の Ry群集の生息環境
吉ヶ平帯吉ヶ平層の Ry群集は，下部外浜相に特徴的な癒着状ハンモ
ック状斜交層理が発達する石灰質極細粒砂岩からゴカイの棲管である
Terebellinakochiensisとともに密集して産出する．密集層の基底部
にはゴカイのチューブの密集と共に小型の Xenocarditaamanoi，
Astarteminorなどがみられ，その上には大型の Gervillariah ad e，
Neitheaatavaなどがみらる．密集層に明瞭な侵食性基底はみられない
が，基底に化石が面状に配列する．また，殻サイズによってふるい分け
がなされていることは，この化石密集層が準現地性単一イベント化石層
の特徴を示しており，単一の堆積のイベントによって生物遺骸が吹き分
け・洗掘されて生息場周辺に集積した化石層である可能性が高い（安
藤・近藤，1999）．Terebellinakochiensisが，羽ノ浦層のものに比
べて破片化しておらず，完全な形で産するものが多いのも，準現地性を
示すことを裏付ける．従って，吉ヶ平層に含まれる Ry群集は下部外浜
で生息した群集である可能性が強い．
高知市鴻ノ森の長柴層からも Ry群集の二枚貝が報告されている（近
藤ほか，1999）．長柴層からは，６種の二枚貝が報告され，４種が吉ヶ
平層と共通し，羽ノ浦層とも４種が共通する．また，群体サンゴも同所
から報告され（三本，2006），Terebellinakochiensis模式地である．
長柴層における Ry群集の生息環境については，下部外浜の環境が考え
られている（近藤ほか，1999）．
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Fig.26. Columnar section of the Nagashiba Formation. 
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5-2-1-3Ry群集の形成環境
阿南市羽ノ浦町羽ノ浦丘陵では，羽ノ浦層中に熱帯の環境を指標する
オルビトリナを含む石灰岩体が分布することが知られる（Yabeand
Hanzaw ,1926）．この石灰岩には，ウニの破片や貝殻，石灰藻などが
含まれ，ウイードを多く含み，有孔虫の殻を核にして成長した様子も観
察できることから浅海生成物とされている（石田ほか，1996）．この石
灰岩は，羽ノ浦中学校南方では，10ｍの岩体が１層準分布するのに対し，
500ｍ西方の向山峠付近では２層準で層厚約 1～2ｍのラミナの顕著な
石灰質砂岩へと変化する．さらに西方では，厚さを減じ，レンズ状に点
在するなど，石灰岩体の側方変化は著しい．（Fig.4）．また，南国市
奥ミノ谷には，自生状のサンゴを含有する石灰岩体が分布する．この石
灰岩体も側方への連続性に乏しく，局所的な分布を示す．
これは，石灰岩を形成する環境が沿岸域に広く連続して存在したもの
ではなく，浅海域に点在していたことを示唆する．現在の日本の太平洋
沿岸ではトカラ列島以南にサンゴ礁が発達し，それ以北はサンゴ群落が
点在する．四国沿岸では，黒潮の影響を受ける太平洋岸に小規模なサン
ゴ群落が点在し，これらのサンゴは，年間を通して温度，塩分の変動の
少ない海域，河川の流入の少ない海域，砂浜等の砂泥の影響を受けない
場所にのみ生育している（高松港湾空港技術調査事務所環境班，2004)．
Ry群集が産出する石灰質砂岩，泥岩には植物片等の有機物はほとん
ど含まない．一方，Ny群集を含む硅質砂岩，泥岩は植物片の密集によ
るラミナが顕著で，泥岩からは植物化石を産出することもある（松尾・
香西，1982）．これらのことから， Ry群集は点在するサンゴが生育す
る周辺に生息した群集で，Ny群集は河川の影響を受ける場所もしくは，
サンゴ群落形成域より深い場所で生息していた群集であると考えられ
る．しかし，両群集に共通する種も多くあることから，両群集は完全に
棲み分けていたわけではなく，両群集の生息域は漸移関係にあったとい
える．
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5-2-2アプチアン期
5-2-2-1Pp群集の生息環境
Pp群集は，Pterotrigoniapocilliformisの密集層で特徴付けられ，
正木帯，吉ヶ平帯に分布する．香美市物部町笹川流域に分布する日比原
層の密集層からは多くの化石が記載されている（Tashiroand
Kozai,1984など）．笹川の日比原層基底部は淘汰の悪い礫支持礫岩で，
チャネル状の浸食面を示し，礫質河川の堆積物を示していると思われる．
上位の砂岩は，粗粒～中粒砂岩でトラフ型斜交層理が発達しトラフの底
部に細礫を含み，Pterotrigoniapocilliformisの破片が産出する．こ
の細礫を含む砂岩層は上部外浜の堆積環境が考えられる．その上位の砂
岩は，ハンモック状斜交層理が発達する細粒砂岩で，砂岩の基底部には
礫とともに離弁の二枚貝がラグとしてレンズ状に含まれる．このレンズ
状部は Niponitrgoniakikuchianaが多く，Pterotrigonia
pocilliformsは少ない．その他の二枚貝類は希に Eriphylaminimaが
産出するのみである．化石密集層の末端では，植物片が密集する部分に
漸移する．上部では，癒着したハンモック状斜交層理が発達するが，礫
は含まない．この砂岩層は下部外浜の堆積環境と考えられ，
Pterotrigoniapocilliformisの産出頻度が高くなり，Nipponitrigonia
kikuchianaは少なくなる．さらに上部では，小型のトリゴニア類の他
に，Nuculatosaensis，Go horaiaminor，Gervillariaharadae，
Glycymerismatsumotoi，Anthonyamonobensis，Neitheaficalhoiな
どの小型の二枚貝が多産する（Fig.27）．
本地域の砂岩から産出する Pp群集は離弁のものも多くあるが，合弁
の個体もあり，上部外浜から下部外浜で生息していた二枚貝群集である
とみなせる．トリゴニアを含む砂岩は香北町長野では石灰質砂岩となり，
そこからオルビトリナが記載され，これらの砂岩が温暖な海域で形成さ
れたことが報告されている（YabeandHanzawa,1926）．
従って，Pp群集は温暖な海域の上部外浜から下部外浜で形成された
群集といえる．
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Fig.27. Occurrence of bivalves and sedimentary environments of the lower 
part of the Hibihara Formation. 
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5-2-2-2Pm群集，Bi群集の生息環境
Pm群集及び Bi群集は，吉ヶ平帯及び坂州帯にみられる．上勝町吉ヶ
平林道の杉地層では，暗灰色泥岩，植物片の挟みのある砂質泥岩からな
る陸棚堆積層の上位に，明瞭な境界をもって Pm群集を含む石灰質細粒
砂岩が重なる．この砂岩は植物片を全く含まず，淘汰の良い長石質アレ
ナイト砂岩である．二枚貝はレンズ状に密集して産出し，そのレンズ状
部は風化すると貝殻の溶解とともに，レンズ状部の砂岩の基質も同時に
溶解し，砂状になる特徴がある．内山層，杉地層，萩野層，和田層の
Pm群集を含むレンズ状砂岩は，全て同様の風化を示す．この特徴的な
風化は，吉ヶ平帯バレミアン階の Ry群集を含む砂岩（吉ヶ平層，長柴
層）の風化と類似する．しかし，Ry群集はサンゴやゴカイの棲管であ
る Terebellinakochiensisと共産し，生物起源の方解石の断片からな
る砂岩中に含まれるのに対し，Pm群集は石灰質の基質で膠結された長
石質砂岩から産出する．また，Ry群集は泥岩の偽礫や礫とともに産す
ることもあるが，Pm群集は軟体動物起源の硬組織のみからなり，周り
の砂岩には明瞭なラミナは認められないが，密集層の下面が緩やかに凹
凸していることから，密集層は癒着状ハンモック状斜交層理の層理面に
沿って堆積したレンズ状密集層であると思われる．ストーム堆積物の場
合，密集層をつくる遺骸の多くが生息域内で集積した（Fursichand
Oschmann,1993）とされていることから，Pm群集は，下部外浜で生息
した群集であると考えられる．
Pm群集を含む砂岩の上位は帯緑色砂質泥岩，細粒砂岩の互層が重な
り，さらに上位は砂岩の薄層を挟在する黒色泥岩となり，内側陸棚から
外側陸棚の堆積物であると考えられる．Bi群集は帯緑色砂質泥岩から
産出する．Pm群集と Bi群集は共通する種と共産することが多いが，Bi
群集には Brachidontesのような泥質底を好む種が多く含まれるのが特
徴で，両群集の生息環境の違いを反映しているものと思われる．
5-2-3Pp群集と Pm群集
Pp群集は上部外浜～下部外浜，Pm群集は下部外浜で生息した群集で
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生息深度には大きな違いはない．また，Pp群集を含む砂岩からは，オ
ルビトリナが産出し，Pp群集が温暖な環境で形成されたことが推定さ
れる．また Pm群集，Pp群集共に Cucullaeaが産出し， Cucullaeaを含
む動物群はインドやレバノンの動物群に似ていることからテチスとの
関連が推定されている群集である（田代，2000）．従って，両群集とも
に温暖な海域で形成されたものと考えられる．しかしながら，両群集は
Nuculopsiishidoensis， Portlandiasanchuensis， Gervillaria
haradaeの３種のみ共通し，その種組成が大きく異なる．
Pp群集は，河川堆積物から，外浜，陸棚へと深海化する過程で形成
され，アプチアン階に広く分布する．一方，Pm群集は，下部外浜から
陸棚へと深海化する過程で形成された群集で，分布は非常に限定的であ
る．両者が同一の連続するセクションから産出することがないことは，
両群集の生息場には，何らかの地理的の障壁が存在したものと思われる．
両者が温暖な海域で形成されたことは，群集の形成要因を南北方向の異
なる海流に求めることはできない．また，Pp群集にも Pm群集にも
Cucullaeaが含まれ，両者の形成場所が同一海流下で南北に隔たりがあ
ったとしても，両者の隔たりが大きかったとは考えにくい．白亜紀前期
には，勝浦川盆地は大陸縁辺に位置し，北側の後背地から堆積物が供給
され物部川層群が堆積し，南側に存在した島もしくは半島から堆積物が
供給され，菖蒲層，狸谷層（一部内山層に相当）が形成されたと推定さ
れている（松川・江藤，1987；松川・恒岡，1993）．大陸縁辺と大陸か
ら離れた島であれば，河川の規模の違いから浅海域の環境に違いが生じ，
異なる群集が形成される場合もある．その違いが群集形成に影響を与え
たとするなら，Pp群集が広い範囲に分布するのに対して，Pm群集の分
布が限定的であることも理解できる．また，Pp群集がワッケ質砂岩に
含まれ，Pm群集が長石質砂岩に含まれることは，両者の後背地が異な
ることを示し，大陸と島での後背地の違いを反映していると考えること
ができる．
これらのことから，Pp群集と Pm群集は，同一海流下で，大陸縁辺と
大陸から離れた場所に存在した島周辺で形成された群集であると考え
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ることができる．
6 アジア大陸縁辺における白亜紀前期二枚貝群集
本章では，二枚貝化石群集とその種組成に基づいて，白亜紀前期にお
けるアジア大陸東縁における二枚貝類の変遷について考察する．
6-1日本周辺における二枚貝群集
物部川層群，南海層群，竹ヶ谷層群は，基盤との関係が異なる(Table
20)．竹ヶ谷層群では，船谷層基底部礫岩中にデボン系に由来すると思
われるデボン紀放散虫を含む凝灰質砂岩がみられ，後背地に黒瀬川構造
帯構成岩類が露出していたと考えられる（香西・石田，2000）．また，
長柴層基底部には蛇紋岩源砂岩がみられ，黒瀬川構造帯構成岩類と不整
合関係であるとされる（土谷，1982）．坂州層群基底部は，ジュラ－白
亜系を不整合に覆い花崗岩礫の巨礫を多く含むが，物部川層群では，ペ
ルム紀付加体を不整合に覆い，花崗岩礫は含まれず，塩基性火山岩類が
多く含まれる（宮本,1980；香西ほか，1991）．これらの違いは，各層
群の後背地の違いを示し，竹ヶ谷層群の古流向解析（松川・江藤，1987；
松川・恒岡，1993）と合わせて考えると，北側には大陸があり，南側に
は，シルル－デボン系をはじめとする黒瀬川構造帯構成岩類を基盤とし
た半島又は島の存在が考えられる．
Barremian，Aptianを通して，物部川層群，南海層群，竹ヶ谷層群と
もに温暖な海域で形成されたものである．羽ノ浦層では，下部層にオル
ビトリナを伴い， Ry群集がみれられ，上部層から Ny群集が産出する．
一方，長柴層では，下部層に Ny群集がみられ，上部層に群体サンゴを
含む Ry群集がみられる．同様の傾向が山中地域の石堂層，瀬林層でも
みられ，上位層準から暖かい要素の群集が産出するとされている（寺部，
2006,2007）．このように， Ry群集と Ny群集の出現は，層準による規
則性は認められない．もし，温暖な要素の Ry群集が南方からの海流に
より形成され，Ny群集が北方からの海流の影響によって形成されたと
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すると，海流の影響による群集の変化には，規則性が存在するはずであ
る．ところが，高知地域と山中地域では上部で温暖な群集がみられ，高
知と山中地域の地理的中間に位置する徳島では，高知と山中とは異なっ
た群集の出現パターンを示す．このことは，海流の影響を形成要因とし
て考えることは難しことを示し，もし当時，異なる２つの海流が存在し
ていたとしても，底生生物には大きな影響を与えなかったと考えられる．
５章で述べた通り， Ry群集と Ny群集の形成には，堆積場の地理的条
件が関与し，河川が影響していると考えられる．これらの群集は，九州
から東北地方の各地に分布し，日本におけるバレミアン期の二枚貝動物
相を形成していた．
一方，オーテリビアン期-バレミアン期の非海生群集は，正木帯の群
集である Hn群集は，九州から東北まで広く分布しているのに対して，
坂州帯の群集である En群集は，九州から三重県までに点在する．大陸
の南側に島もしくは半島の存在を想定すれば，その分布にも矛盾はない．
吉ヶ平帯では Hn群集と En群集が混在して産出するが，これは，低海水
準期の汽水域が広がった時期には，両者が接近していたことを示す．し
かし，多くの地域で両群集は混在せず，異なった地域に分布をしており，
基本的には異なった環境下で形成された群集であると思われる．両群集
の塩分環境は類似することから，両群集の形成要因には塩分以外の要因
を考える必要がある．内湾の水温は気温の季節変化に強い影響を受ける
と考えられており（速水，2004），大陸縁辺と島の汽水域であれば，気
候の違いによる水温差の影響が考えられる．
アプチアン期に関して，産出化石から物部川層群，南海層群，竹ヶ谷
層群はともに温暖な海域で形成されたことが推定される．しかし，物部
川層群の Pp群集と南海層群，竹ヶ谷層群の Pｍ群集の生息環境は上部
外浜から下部外浜で，深度に大きな差がないにもかかわらず，群集組成
は大きく異なる．従って，２つの群集は間には何らかの障壁があったも
のと思われる．もし，南海層群，竹ヶ谷層群が左横ずれ運動により北上
し，現位置に配置したとするなら，アプチアン期よりオーテリビアン－
バレミアン期の方が物部川層群と南海層群・竹ヶ谷層群間に大きな距離
113
差が存在し，群集の種組成に大きな差が生じたはずである．しかしなが
ら，バレミアン期よりアプチアン期が群集組成に差があることは，単純
に左横ずれ運動で解釈することはできない．
バレミアン期のサンゴを伴う Ry群集は宮古層群と 24種中 15種が共
通し，高い共通性を示す．このことは，バレミアン期の Ry群集はアプ
チアン期には宮古層群に分布域を広げたものと考えられる．バレミアン
期の羽ノ浦層下部で生息した Ry群集は，バレミアン後期には，浅海化
し，汽水成層の柚ノ木層が堆積する時に，吉ヶ平帯吉ヶ平層の浅海域に
生息場を広げた．さらに，アプチアン期の海退－海進で宮古層群に生息
場を広げたと推測される．
一方，バレミアン期の Ny群集は，その一部はアプチアン期の Pｍ群
集中にもみられ一部 Pp群集にもみられるが，多くは，バレミアン期－
アプチアン期の浅海化により死滅している．この急激な変化が従来から
バレミアン期とアプチアン期の二枚貝群集の入れ替わりとして認識さ
れてきたが，温暖な浅海域で生きていた群集は生き延び，新たな群集を
形成する一方で，若干深い場所に生息した群集は生き延びることができ
なかった．これは，環境変動にさらされやすい浅海に生息場を広げた動
物群が安定した海域で生息した動物群より生き延びやすかったことを
示し，アプチアン期に潮間帯に生息する二枚貝の出現やそれ以降二枚貝
類が沿岸域に生息場を拡大する転換を示すものと思われる．
6-2アジア大陸東縁での分布
田村(1990)は，日本の非海成二枚貝化石群集を，Tetoria-Myren群
集，Trigonioides-Plicatounio-N ppononaia（TPN）群集，Sphaerium
群集に区分し，Tetoria-Myrene群集は TPN群集より下位層準に，
Sphaerium群集は TPN群集より上位層準に出現するとした．TPN群集は，
アジア大陸東部に広く分布し，多様な種に進化した属で，日本とアジア
大陸との対比の上で重要な群集である（Kobayashi,1963）．この点で，
TPN群集はアジア大陸東縁の群集を代表する二枚貝化石群集である．正
木帯の Mo群集は TPN群集の要素である Trigoni idesを含むが，
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Plicatounio，N ppononaiaは含まない．これは，中国，韓国には淡水
域での堆積物が広く分布するのに対して，西南日本外帯は汽水域から海
域での堆積物が中心であるために，TPN群集に代表される群集が出現し
ないと考えられる．しかし，TPN群集の要素がみられることは，西南日
本外帯の淡水生二枚貝類は，アジア大陸東縁の動物群の一端であるとい
える．
日本の非海生二枚貝類は，汽水生二枚貝が多産することが特徴である．
アジア大陸東部における汽水生二枚貝化石は，中国東北部，台湾，チベ
ットから産出する．中国東北部 Heilongjiang地域に分布する Yunshan
層から，Corbulalongicostata，C.d huashuensis,C.subdahuashuensis
などが記載されている（Guetal.,1997）．歯板構造や外形は Pulsidis
に類似し，後稜の発達する外形は，Pulsidistashiroiもしくは P.
angulataに似る．従って，Yunshan層からの Corbula属に含まれれた
種は Pulsidis属に含められる可能性があるが，Yunshan層のものは後
稜がより角張ることで日本の種とは異なる． Yunshan層は上部から
Aucellinaが産し，下位の Qihulin層からバレミアン期のアンモナイト
（Futakamietal.,1995）が報告されていることから，アプチアン階
に対比されている（Sha,2007）．
また，Heilongjiang地域の東部，中国・ロシア国境付近からは，汽
水生の Costocyrenasp.C.aff.radiatostriata，海生の Pterotrigonia
pocilliformisが 報 告 さ れ て い る （ Kirillovaetal.,1997） ．
Heilongjiang地域は，海成層と非海成層が交互し，白亜紀前期には，
Heilongjiang地域－ロシアの FarEast地域－日本と関連のある海域が
広がっていたとされている（Chen,2003）．
台湾西部からは，Tetoriasp.,Costocyrenapeikangensisが記載さ
れている．また汽水生二枚貝の上位約 300ｍからアプチアン階上部を特
徴付ける Cheloniceras(Epicheloniceras)sp.が産出することから，
これらの汽水生二枚貝類はアプチアン前期もしくはバレミアン期とさ
れている（Matsumoto,HayamiandHashimoto,1965）．
チベットのラサ北西部 Choinba層から，Wen(1992)により，日本以外か
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ら 初 め て Isodomellaが 報 告 さ れ ， Isodomellachoinbaensis,
Caesotcorbulaperlongaが記載された．Caesotcorbulaper ongaは板
構造や外形から判断して，Pulsid s属と考えられるが，Pulsidis
nagatoensisより横長である点で異なる．Isodomellachoinbaensisは
輪肋が特徴的で，その点正木帯羽ノ浦層上部の日浦相から産出する
Isodomellaと類似する．また，ラサ西部 Doba層からは，Isodomella
rostrusa,Costocyrenasp.Nuculanasubspathulataなどが記載され
ている（Gou,1995）．Costocyrenasp.は輪肋が規則正しく，放射肋よ
りも強い点は，物部川層群上勝層から産出する Costocyrenasp.と類似
する．Nuculanasubspathulataとされた一部の標本は，Nuculanaに特
徴的な小歯がみられず，右殻の内側に左殻の腹縁，水管部の接合痕が残
っており，その標本は Pulsidis属に同定される．
Costocyrena属は従来，日本，台湾からのみ知られていたが，チベッ
トからの報告は，アジア大陸東縁に分布していたことがうかがえる．ま
た，中国・ロシア国境付近からの報告も合わせると，これらの地域に広
く分布していたものと考えられる．Isodmella属は現時点では，中国・
ロシア国境付近からは報告されていない．Pulsidis属は，Heilongjiang
地域のものは，後稜が明らかな種で，同様の形態をもった Pulsidis属
は山中地域以北から産出する．チベットから産出する Pulsidis属類似
の化石は，後稜は顕著でなく，Heilongjiang地域のものものとは明瞭
に異なり，日本の南部から産出する Pulsidis属の形態に類似する．
これらからアジア東縁においては，中国・ロシア国境付近からチベッ
トまで，Costocyrena-Isodomella-Pulsidisを中心とした群集（CIP群
集）が分布し，これらの二枚貝類は，アジア大陸東縁からのみ産出し，
東アジアを特徴付ける汽水生群集といえる．また，チベットからは，
Pterotrigoniaや N nonavisなどの海生二枚貝類も産出し，日本の白亜
紀前期二枚貝類との類似性が認められる．
以上のことから，アジア大陸東縁には，特徴的な二枚貝群集が生息し，
アジア東域の生物区を形成していたと考えられる．
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Fig. 28. Distribution of the Early Cretaceous Costocyrena, Isodomella  and 
Pulsidis  in eastern Asia. 
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７ まとめ
１． 四国における秩父累帯は，北から雲早山帯，正木帯，吉ヶ平帯，
坂州帯，那賀川帯に区分され，雲早山帯を除く４帯に白亜系陸棚
堆積相がみられ，正木帯，吉ヶ平帯，坂州帯の下部白亜系につい
て，層序区分を行った．
２． 正木帯は，徳島地域では下位より立川層，羽ノ浦層，上勝層，傍
示層，藤川層に区分でき，領石－物部地域では下位より領石層，
物部層，柚ノ木層，日比原層に区分することができた．また，梼
原－東津野地域では下位から，上ノ郷層，太田戸層，田野々層に
区分できた．
３． 吉ヶ平帯は，徳島地域では下位より中谷層，猪奥谷層，吉ヶ平層，
杉地層に区分でき，領石－物部地域では船谷層，萩野層に，高知
地域では長柴層，和田層に，越知－佐川地域では白石層，市山層，
小原層，四ッ白層に区分できた．
４． 坂州帯は，徳島地域では下位より，菖蒲層，紅葉川層，内山層に
区分でき，越知－佐川地域では介石山層，土佐加茂層，黒原層，
四ッ白層に区分できた．
５． 四国地域の下部白亜系では，４回の堆積サイクルが認められる．
それらは，第一サイクルはオーテリビアン期～バレミアン前期，
第二サイクルはバレミアン後期，第三サイクルはアプチアン前期，
第４サイクルはアプチアン期～アルビアン期である．
６． 正木帯，吉ヶ平帯，坂州帯から産する二枚貝類は，共産する種組
成から 11の化石群集に区分できた．それらは，オ－テリビアン
期－バレミアン前期の非海生二枚貝類が３群集（Hn群集，Mo群
集， En群集），バレミアン期の海生二枚貝類が２群集（Ry群集，
Ny群集），バレミアン後期の非海生二枚貝類が１群集（Cr群集），
アプチアン前期の非海生二枚貝類が１群集（Cm群集），アプチア
ン期の海生二枚貝類が３群集（Pp群集，Pm群集，Bi群集），ア
ルビアン期の海生二枚貝類が１群集（Ia群集）である．
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７． 識別された 11群集は地帯間の分布状況が異なり，各帯にのみ分
布するもの，複数の帯に分布するものなどがあり，群集によって
地帯を区分することはできないことが明らかになった．
８． オ－テリビアン期－バレミアン前期の非海生二枚貝群集では，正
木帯の群集は淡水の影響を強くうけ，坂州帯は海水の影響を強く
受けている．吉ヶ平帯では両者が混在し，両者の中間的な環境で
存在した．
９． 同じ環境下で生息したと推測される非海生二枚貝類を時間軸で
並べると，Hayamina,Pulsid s,Costocyrenaはそれぞれの時代
に異なった種が出現し，非海生二枚貝類でも属を限れば時代を指
標する化石となることが明らかとなった．
１０．バレミアン期の海生二枚貝化石群集は，深度，海水温，河川の影
響など地域的な環境に適応した群集で，今回識別できた２群集は，
両群集に共通する種も多くみられ，漸移する環境下で形成された
ことが明らかとなった．またそれらの群集の出現順序は，地域に
よって異なることから，２群集は異なる南北方向の海流によって
形成されたのではなく，生息域の地域的環境の影響を受けて形成
された群集であるということが明らかとなった．
１１．バレミアン期のサンゴ群落周辺に生息した群集の半数は，アプチ
アン期の同様の環境下にも生息し，やや深い場所で生息した二枚
貝類は，アプチアン期にはほとんど生き延びていない．浅海で生
き延びた群集は，浅海の不安定な海域へ生息場を広げ，環境変動
に対応しながら分布をひろげたことが明らかになった．これは，
沿岸域を主な生息場とする現代型二枚貝の出現と考えられる．
１２．アジア大陸東縁の汽水生二枚貝群集は，CIP群集で特徴付けられ，
中国東北部から日本，台湾，チベットなどでみられる．また海生
二枚貝類もチベットの二枚貝類と類似し，アジア大陸東域に一つ
の生物地理区があった．また，日本の白亜紀前期二枚貝化石群集
は淡水生，汽水生，海生など多様な群集で構成され，アジア東域
の地理区を代表する二枚貝群集である．
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Explanation of Plate 1 
 
Hayamina naumanni Assemblage（Hn Ass.）
1-4: Hayamina naumanni (Neumayr) 
5: Aguilerella  nagatoensis (Ohta) 
6-7: Isodomella shiroiensis  (Yabe and Nagao) 
8-9: Pulsidis antiqua Kozai) 
10-11: Hayamina minor Tashiro and Kozai 
12: Tetoria sanchuensis (Yabe and Nagao) 
13: Protocardia ibukii Nakazawa and Murata 
14-15: Costocyrena obsoleta Tashiro 
16-17: Arca shinanoensis (Yabe and Nagao) 
18-19: Myopholus tanakai Tashiro 
18-19: Costocyrena otsukai (Yabe and Nagao) 
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Explanation of Plate 2 
 
Megasphaerioides okurodaniensis Assemblage 
（Mo Ass.）
1-5: Megasphaerioides okurodaniensis Komatsu, Chen and Wang 
6-10: Trigonioides tetoriensis Maeda 
11-14: Unio ? ogamigoensis Kobayashi and Suzuki 
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Explanation of Plate 3 
 
Nanonavis yokoyamai Assemblage（Ny Ass.）
1-2: Pterotrigonia pocilliformis (Yokoyama) 
3-4: Entolium sanchuensis Hayami 
5:  Neithea atava (Römer) 
6-7: Periploma monobensis Tashiro and Kozai 
8-9: Goniomya hayamii Tashiro and Kozai 
10-11: Yabea shinanoensis (Yabe and Nagao) 
12: Granocardium ishidoense (Yabe and Nagao) 
13-14: Pseudopisidium inflata Tashiro and Kozai 
15: Cosmetodon monobensis Tashiro and Kozai 
16: Cosmetodon nipponicus (Nagao) 
17-18: Parvamussium kimurai (Hayami) 
19: Chlamys hayamii Tashiro and Kozai 
20-21: Tosacyprina crenulata Tashiro and Kozai 
22-23: Nanonavis yokoyamai (Yabe and Nagao) 
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Explanation of Plate 4 
 
Rutitrigonia yeharai Assemblage（Ry Ass.）
1-2: Astarte minor Nagao 
3: Pterinella shinoharai Hayami 
4-5: Entolium ikedai Tashiro 
6-7: Pholadomya subpedelnalis Nagao 
8-9: Goniomya subarchiaci Nagao 
10: Panopea pricata (Sowerby) 
11: Isognomon ichikawai Hayami 
12: Scittla japonica Hayami 
13-14: Ptychomya densicostata Nagao 
15: Glycymeris matsumotoi Tashiro 
16: Neithea hanourensis Tashiro and Kozai 
17: Rutitrigonia yeharai Kobayasshi 
18-19: Cucullaea obliquata (Amano) 
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Explanation of Plate 5 
 
Costocyrena radiatostriata Assemblage（Cr Ass.）
1: Bakevellia ominensis Nakazawa and Murata 
2-4: Hayamina ? tamurai (Ohta) 
5: Pseudopisidium inflata Tashiro and Kozai 
6-9: Pulsidis tashiroi Kozai 
10-13: Costocyrena radiatostriata (Yabe and Nagao) 
14-15: Hayamina matsukawai Tashiro and kozai 
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Explanation of Plate 6 
 
Costocyrena minor Assemblage（Cm Ass.) 
 
1-3: Resatrix japonica Tashiro and Kozai 
4-6: Pseudopisidium hibiharensis Tashiro and Kozai 
7-9: Costocyrena minor Ohta 
10-12: Isocyprina hibiharensis Tashiro and Kozai 
13-15: Brachidontes pyriformis Tashiro and Kozai 
16: Placunopsis hibiharensis Tashiro and kozai 
17-19: Pulsidis rostrata Kozai 
20-21:Hayamina solida Tashiro and Ohnishi 
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Explanation of Plate 7 
 
Pterotrigonia pocilliformis Assemblage（Pp Ass.）
1-2: Myrtea monobeana Tashiro and Kozai 
3-4: Goshoraia minor Tashiro and Kozai 
5-7: Gervillaria hokutoi Tashiro and Kozai 
8: Pterotrigonia pocilliformis (Yokoyama) 
9-10: Granocardium kochiensis Tashiro and Kozai 
11: Nipponitrigonia kikuchiana (Yokoyama) 
12-13: Pseudaphorodina elongata Tashiro and Kozai 
14: Anthonya monobensis Tashiro and Kozai 
15-16: Granocardium brevis Tashiro and Kozai 
17: Linearia monobeana Tashiro and Kozai 
18-19: Astarte tosaensis Tashiro and Kozai 
20-22: Caestocorbula monobensis Kozai 
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Explanation of Plate 8 
 
Eomiodon nipponicus Assemblage (En Ass.) 
 
1-4: Isodomella matsumotoi Ohta 
5-6: Pulsidis nagatoensis Ohta 
7-8: Eomiodon sakawanus (Kobayashi and Suzuki) 
9-10: Eomiodon matsumotoi Ohta 
11-13: Aguilerella nagatoensis (Ohta) 
14-15: Eomodon nipponicus Ohta 
16-17: Tetoria yoshimoensis Ohta 
 
147
148
xplanation of Plate 9 
 
Pterotrigonia moriana Assemblage（Pm Ass.）
1-2: Neithea syriaca amanoi Hayami  
3-4: Xenocardita amanoi (Hayami) 
5-7: Plicatula takahashii Tashiro and Kozai 
8-9: Protocardia amanoi Tashiro and Matsuda 
10: Anthonya igenokiensis Tashiro and kozai 
11-13: Linearia nankaiana Tashiro and Kozai 
14: Placnopsis aptiana Hayami 
15: Leptosolen amabilis Tashiro and Kozai 
16: Gervillaria miyakoensis (Nagao)
17-19: Pterotrigonia moriana (Yehara) 
20: Cucullaea acticarinata Nagao 
149
150
Explanation of Plate 10 
 
Brachidontes igenokiensis Assemblage (Bi Ass.) 
 
1: Protocardia amanoi Tashiro and Matsuda 
2-3: Linearia nankaiana Tashiro and Kozai 
4: Granocardium multicostata Tashiro and Kozai 
5-6: Leptosolen amabilis Tashiro and Kozai 
7: Mesomiltha japonica Tashiro and Kozai 
8-9: Brachidontes igenokiensis Tashiro and Kozai 
10,20: Isocyprina japonica Tashiro and Kozai 
11-13: Astarte makibaensis Tashiro and Kozai 
14: Eburneopecten ? miyakoensis (Nagao) 
15-17: Anthonya igenokiensis Tashiro and Kozai 
18: Scittila dercatostriata Tashiro and Kozai 
19: Globocardium minor (Tashiro and Kozai) 
21-22: Isocyprina igenokiensis Tashiro and Kozai 
23-24: Isocyprina aliquantula (Amano)  
25: Gervillia forbesiana d'Orbigny 
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